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1 河川巡視（通常維持管理） 河川巡視 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
2 気象観測 2 ◎
3 気象情報の発表 3 ◎
4 雨量観測 4 ◎
5 河川水位観測 5 ◎

6
災害対策用資機材、復旧用
資機材の準備

災害対策用資機材、復旧用資機材の確認 6 ◎

7
災害対応に係る事項の事前
確認・準備

備蓄物資の確認 7 ◎

-120H 8 荒川下流ＴＬ適用判断資料の準備 8 ◎ ◎
9 荒川下流ＴＬ上のレベル（及び目安の時刻）を設定 9 ◎ ◎
10 外部への広報（HP、twitter) 10 ◎
11 関係者へ適用の伝達 11 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12 台風情報および気象情報の発表（以降、随時継続） 12 ◎
13 台風情報および気象情報の収集・確認（以降、随時継続） 13 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
14 台風の予想進路と影響等について情報提供(以降、随時継続) 14 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15
台風の予想進路と影響等を踏まえた出水状況の情報提供(以降、随
時継続)

15 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 災害対応に係る事項の事前確認・準備 防災資機材の確認 災害時対策用資機材・備蓄物資等の確認 16 ◎

17 荒川下流ＴＬ上のレベル（及び目安の時刻）を設定 17 ◎ ◎
18 関係者へ伝達 18 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
19 外部への広報（HP、twitter) 19 ◎
20 対応状況の共有（取り組んだこと、見送ったこと） 20 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
23 各種情報の提供 庁内への情報提供 庁内各部署への注意喚起 23 ◎
24 体制の構築・確認 体制の構築・確認 協力機関体制確認、連絡体制の確認 24 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
25 氾濫発生に備えた対策 被害規模の想定（確認） 荒川下流破堤氾濫時の浸水予想範囲の確認 25 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

26 災害対応に係る事項の事前確認・準備
災害対策用資機材、復旧用
資機材の確認

災害対策用資機材、復旧用資機材の確認 26 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

27 河川管理施設の点検等 27 ◎
28 河川利用者等（ホームレス含む）への事前周知注意喚起等 28 ◎ ○ ○ ○

資料６-１　修正版　荒川下流タイムライン（拡大試行版）
時間（いつ） だれが　（情報の発表又は行動の主体：◎　情報を伝達される関係者又は行動の協力者：○）

レ
ベ
ル

水位
（洪
水予
報
等）

気象
情
報・
予警
報

目安の
時刻

拡
大
試
行
版
T
L
N
o

埼
玉
県
警
察
本
部

　
　
　
　
　

(

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

)

東
京
消
防
庁

(

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

)

関係機関

何を

レ
ベ
ル
０

平
常
時

日常の維持管理

B C D 東京都 埼
玉
県
 

県
土
整
備
部

防災行動項目
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んでき
た防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な
防災行動項目(実施時期に幅の
ある防災行動項目は別紙参照)
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河
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１
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風
の
発
生

荒川下流ＴＬ運用 荒川下流ＴＬ適用の判断

台風発生情報の発表と収集・確認

台風情報および気象情報の
発表、収集・確認

今後の見通しに関する情報
収集
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視
庁

(
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ブ
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ー

バ
ー

)

区分
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んできた防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な防災行動項目(実施時期に幅
のある防災行動項目は別紙参照)

台
風
に
よ
る
日
本
へ
の
影

響
の
可
能
性

-96H

荒川下流ＴＬ運用
荒川下流ＴＬの時刻と対応状
況の共有

河川関連施設の巡視・点検 河川管理施設の点検等

気象観測

水文（雨量・河川水位）観測

：避難準備・高齢者等避難開始に関する防災行動

：避難勧告に関する防災行動

：避難指示(緊急)に関する防災行動

：洪水予報、水防警報の発表・伝達に関する防災行動

水位並びに気象情報・予警報

は、平成19年9月台風第9号の

降雨を想定最大規模に引き伸

ばした降雨を想定した上で設定

したものです。

・荒川下流タイムライン（拡大試行版）は、平成19年9月台風第9号の降雨を想定最大規模に引き伸ばした降雨による水災害の発生を想定

した１つのシナリオに基づいて、現時点までの検討結果を取りまとめたものである。

・本タイムラインは荒川本川の破堤を想定し、中小河川の氾濫や内水氾濫は考慮していない。

・実際の台風接近時には、台風、降雨、河川の状況等により、時間軸や災害外力が異なるため、各防災行動項目の実施に当たっては、

その都度、台風、降雨、河川の状況等を踏まえ、各機関が責任を持って判断する。

・今後、出水期の活用状況等を踏まえ、各機関それぞれが責任をもって充実・改善や拡大・深化を図っていく。
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資料６-１　修正版　荒川下流タイムライン（拡大試行版）
時間（いつ） だれが　（情報の発表又は行動の主体：◎　情報を伝達される関係者又は行動の協力者：○）

レ
ベ
ル

水位
（洪
水予
報
等）

気象
情
報・
予警
報

目安の
時刻

拡
大
試
行
版
T
L
N
o

埼
玉
県
警
察
本
部

　
　
　
　
　

(

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

)

東
京
消
防
庁

(

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

)

関係機関

何を
B C D 東京都 埼

玉
県
 

県
土
整
備
部

防災行動項目
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んでき
た防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な
防災行動項目(実施時期に幅の
ある防災行動項目は別紙参照)

細目 拡
大
試
行
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京
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気
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川
下
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区分
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んできた防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な防災行動項目(実施時期に幅
のある防災行動項目は別紙参照)

：避難準備・高齢者等避難開始に関する防災行動

：避難勧告に関する防災行動

：避難指示(緊急)に関する防災行動

：洪水予報、水防警報の発表・伝達に関する防災行動

水位並びに気象情報・予警報

は、平成19年9月台風第9号の

降雨を想定最大規模に引き伸

ばした降雨を想定した上で設定

したものです。

・荒川下流タイムライン（拡大試行版）は、平成19年9月台風第9号の降雨を想定最大規模に引き伸ばした降雨による水災害の発生を想定

した１つのシナリオに基づいて、現時点までの検討結果を取りまとめたものである。

・本タイムラインは荒川本川の破堤を想定し、中小河川の氾濫や内水氾濫は考慮していない。

・実際の台風接近時には、台風、降雨、河川の状況等により、時間軸や災害外力が異なるため、各防災行動項目の実施に当たっては、

その都度、台風、降雨、河川の状況等を踏まえ、各機関が責任を持って判断する。

・今後、出水期の活用状況等を踏まえ、各機関それぞれが責任をもって充実・改善や拡大・深化を図っていく。

29 荒川下流ＴＬ上のレベル（及び目安の時刻）を設定 29 ◎ ◎
30 関係者へ伝達 30 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
31 外部への広報（HP、twitter) 31 ◎
32 対応状況の共有（取り組んだこと、見送ったこと） 32 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

35
台風情報の発表と収集・確認（首都圏への影響の可能性
等）

台風情報および気象情報の
発表、収集・確認

重大な影響が予想される台風についての記者会見実施及び関係資
料提供

35 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 各種情報の提供 区所管施設への情報提供 区所管施設へ安全対策をメールで通知 38 ◎
39 今後の人員配置の確認 39 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
40 他地域の被災状況の確認 40 ◎ ◎
41 リエゾン派遣準備 41 ◎
42 協定業者等への連絡体制の確認 42 ◎ ○
43 防災エキスパートへの連絡体制の確認 43 ◎

44
河川占用工作物の撤去等のための業者（占用者）等への連絡体制の
確認及び連絡

44 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

46 危機管理対策本部会議の実施を検討・準備 46 ◎
47 危機管理対策本部会議を実施 47 ◎

48
江東５区のいずれかの区長の呼びかけにより共同検討を開始（広域
避難）（対応方針）

48 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 住民の避難対策 自主広域避難 自主広域避難の呼掛け 50 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
51 区所管施設等への対応 区所管施設等への対応 台風接近への準備を要請 51 ◎
52 休校・休園の検討 休校・休園の検討 都立特別支援学校の休校の検討 52 ◎

53
止水板、土のう等止水・防水
資機材等の準備

止水板、土のう等止水・防水資機材等の準備・点検 53 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

54
災害対策用資機材、復旧用
資機材の準備

災害対策用資機材、復旧用資機材の準備・点検 54 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

56 河川区域内の状況確認 河川区域内のイベント等の開催状況確認 56 ◎
57 工事現場等の点検 57 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
58 危険箇所の点検・確認 58 ◎ ◎ ◎
59 過去、浸水等によるトラブル発生個所点検 59 ◎ ◎
60 樋門・水門、雨水ます等の点検・清掃 60 ◎ ◎ ◎
61 浸水防止資機材の点検・確認 61 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
62 施設としての台風情報、荒川上流域の降雨予測情報の収集・確認 62 ○ ○ ○ ◎
63 施設としての荒川上流域の水位情報(現況及び予測)の収集・確認 63 ○ ○ ◎
64 区からの防災関連情報の収集 64 ○ ◎
65 テレビ・ラジオからの一般防災情報の収集・確認 65 ◎
66 施設としての交通状況の情報の収集 66 ◎
67 施設としての交通機関の運行状況、運行停止予告等の情報収集 67 ◎

68
事前に把握している浸水想定区域内に居住する施設利用者の再確
認(通所施設)

68 ◎

69 施設からの自力避難可能者の把握(入所施設) 69 ◎
70 施設からの家族による避難可能者の把握(通所・入所施設) 70 ◎
71 上記以外の施設の避難行動要支援者の把握(通所・入所施設) 71 ◎

72
避難する施設利用者の私物(医薬品等含む)の持出し対策(通所・入
所施設)

72 ◎

73 施設利用者の個人属性データの保全・持出し対策(通所・入所施設) 73 ◎
74 区によるバスを保有する近隣施設との事前調整(通所施設) 74 ○ ◎
75 区によるバス会社との運行に関する調整(通所施設) 75 ○ ◎
76 区による福祉バス・タクシー会社との事前調整(入所施設) 76 ○ ◎
77 区による要援護者リストの活用、避難用バスの活用のための調整 77 ○ ◎
78 警察署との調整(通所・入所施設) 78 ○ ○ ◎
79 道路管理者との調整(通所・入所施設) 79 ○ ○ ◎
80 区との福祉避難所への受入れ調整(通所・入所施設) 80 ○ ◎
81 区との他の区立福祉施設への受入れ調整(入所施設) 81 ○ ◎
82 施設独自での他施設への受入れ調整(入所施設) 82 ◎
83 区による災害拠点病院への受入れ調整(入所施設) 83 ◎
84 ボランティア団体への連絡調整(入所施設) 84 ◎
85 施設による地域の協力団体への連絡調整(入所施設) 85 ◎
86 施設の同一法人施設への応援職員の派遣要請(入所施設) 86 ◎
87 区への応援要員の派遣要請(入所施設) 87 ◎
88 運行計画の調整 88 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
89 情報連絡体制の確認 89 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

災害対応に係る事項の事前確認・準備

施設・危険箇所の点検・対応
危険箇所の点検

施設の点検

福祉施設からの避難の必要性検討のための情報収集

台風情報および気象情報の
収集(通所・入所施設共通)
防災関連情報の収集(通所・
入所施設共通)
交通機関情報の収集(通所・
入所施設共通)

レ
ベ
ル
１

I
１

台
風
に
よ
る
首
都
圏
へ
の
影
響
の
可
能
性

－72H

荒川下流ＴＬ運用
荒川下流ＴＬの時刻と対応状
況の共有

体制の構築・確認

災害対応人員の確認・手配

応援体制の確認・手配

体制の構築・確認

福祉施設等の避難のあり方の検討

避難行動要支援者数の把握

避難上、どのような配慮が必
要となるのかの把握

福祉施設等の避難支援関係者との事前調整

移送支援者との事前調整

移送経路確保のための情報
収集

受入れ可能施設との事前調
整

協定団体への事前調整

応援職員の派遣要請

公共交通機関の水害時運行体制の準備・確認
公共交通機関の水害時運行
体制の準備・確認
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資料６-１　修正版　荒川下流タイムライン（拡大試行版）
時間（いつ） だれが　（情報の発表又は行動の主体：◎　情報を伝達される関係者又は行動の協力者：○）

レ
ベ
ル

水位
（洪
水予
報
等）
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報

目安の
時刻
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関係機関

何を
B C D 東京都 埼

玉
県
 

県
土
整
備
部

防災行動項目
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んでき
た防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な
防災行動項目(実施時期に幅の
ある防災行動項目は別紙参照)

細目 拡
大
試
行
版
T
L
N
o

東
京
管
区
気
象
台

荒
川
下
流
河
川
事
務
所

A 警
視
庁

(

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

)

区分
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んできた防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な防災行動項目(実施時期に幅
のある防災行動項目は別紙参照)

：避難準備・高齢者等避難開始に関する防災行動

：避難勧告に関する防災行動

：避難指示(緊急)に関する防災行動

：洪水予報、水防警報の発表・伝達に関する防災行動

水位並びに気象情報・予警報

は、平成19年9月台風第9号の

降雨を想定最大規模に引き伸

ばした降雨を想定した上で設定

したものです。

・荒川下流タイムライン（拡大試行版）は、平成19年9月台風第9号の降雨を想定最大規模に引き伸ばした降雨による水災害の発生を想定

した１つのシナリオに基づいて、現時点までの検討結果を取りまとめたものである。

・本タイムラインは荒川本川の破堤を想定し、中小河川の氾濫や内水氾濫は考慮していない。

・実際の台風接近時には、台風、降雨、河川の状況等により、時間軸や災害外力が異なるため、各防災行動項目の実施に当たっては、

その都度、台風、降雨、河川の状況等を踏まえ、各機関が責任を持って判断する。

・今後、出水期の活用状況等を踏まえ、各機関それぞれが責任をもって充実・改善や拡大・深化を図っていく。

90 荒川下流ＴＬ上のレベル（及び目安の時刻）を設定 90 ◎ ◎
91 関係者へ伝達 91 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
92 外部への広報（HP、twitter) 92 ◎
93 対応状況の共有（取り組んだこと、見送ったこと） 93 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
96 台風説明会の開催・参加 台風説明会の開催・参加（東京都庁で開催） 96 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
97 流域全体の雨量観測所情報のHPリンク情報提供（以降、随時継続） 97 ◎
98 流域全体の雨量観測所情報の収集・確認（以降、随時継続） 98 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
99 流域全体の河川水位観測所情報のHPリンク情報提供（以降、随時継 99 ◎
100 流域全体の河川水位観測所情報の収集・確認（以降、随時継続） 100 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
102 関係機関等からの情報収集 関係機関等からの情報収集の実施 102 ◎
103 タイムライン時刻の確認 タイムライン上の0時が開庁時か閉庁時かについて確認 103 ◎
104 庁内各部署への注意喚起 104 ◎ ◎ ◎
105 庁内へのイベント等への影響に関する情報提供（道路と雨量） 105 ◎
106 住民等への情報提供 大型台風が接近していることの市ＨＰでの呼びかけ 106 ◎ ○
111 区民・事業所への注意喚起 区民・事業所への注意喚起 111 ◎
113 職員住宅居住者等に待機指示 113 ◎
114 今後の人員配置の確認 114 ◎ ◎
115 区内水防活動の連絡体制の確認 115 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
116 各機関や業者等との連絡体制確認 116 ◎ ◎ ◎
118 体制の構築・確認 危機管理対策本部会議の実施 118 ◎ ◎

121
公共交通機関の水害時運行
管理体制の準備・確認

体制、要員確保の検討、対策本部の設置の検討 121 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

122 広域避難先の調整 広域避難先への連絡（市区との調整） 122 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
123 避難施設の開設・運営 自主避難所の開設について検討 123 ◎ ◎ ◎

126 避難行動要支援者への対応
避難行動要支援者の避難準
備

避難への準備を要請 126 ◎

128 休校・休園の検討 休校・休園の検討 幼稚園、区立小中学校、福祉施設の休校・休園の検討 128 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
129 防災資機材等の準備 土のう等水防資機材の準備 129 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
130 防災資機材の確認・用意 水防用資材の確認・用意（土のう、止水板） 130 ◎
131 工事現場等の点検 131 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
132 雨水ます等の点検清掃 132 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
133 危険箇所の確認 急傾斜地、アンダーパスなど危険箇所の確認 133 ◎ ◎

各種情報の提供
庁内への情報提供

体制の構築・確認

災害対応人員の準備・手配

応援体制の確認・手配

住民の避難対策

災害対応に係る事項の事前確認・準備

施設・危険箇所の点検・対応
危険箇所の点検

レ
ベ
ル
１

I
１

台
風
の
首
都
圏
へ
の
接
近

-48H

荒川下流ＴＬ運用
荒川下流ＴＬの時刻と対応状
況の共有

各種情報の収集・確認

流域全体の水文（雨量・河川
水位）観測所情報のHP情報
提供・収集・確認
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資料６-１　修正版　荒川下流タイムライン（拡大試行版）
時間（いつ） だれが　（情報の発表又は行動の主体：◎　情報を伝達される関係者又は行動の協力者：○）

レ
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防災行動項目
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んでき
た防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な
防災行動項目(実施時期に幅の
ある防災行動項目は別紙参照)

細目 拡
大
試
行
版
T
L
N
o

東
京
管
区
気
象
台

荒
川
下
流
河
川
事
務
所

A 警
視
庁

(

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

)

区分
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んできた防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な防災行動項目(実施時期に幅
のある防災行動項目は別紙参照)

：避難準備・高齢者等避難開始に関する防災行動

：避難勧告に関する防災行動

：避難指示(緊急)に関する防災行動

：洪水予報、水防警報の発表・伝達に関する防災行動

水位並びに気象情報・予警報

は、平成19年9月台風第9号の

降雨を想定最大規模に引き伸

ばした降雨を想定した上で設定

したものです。

・荒川下流タイムライン（拡大試行版）は、平成19年9月台風第9号の降雨を想定最大規模に引き伸ばした降雨による水災害の発生を想定

した１つのシナリオに基づいて、現時点までの検討結果を取りまとめたものである。

・本タイムラインは荒川本川の破堤を想定し、中小河川の氾濫や内水氾濫は考慮していない。

・実際の台風接近時には、台風、降雨、河川の状況等により、時間軸や災害外力が異なるため、各防災行動項目の実施に当たっては、

その都度、台風、降雨、河川の状況等を踏まえ、各機関が責任を持って判断する。

・今後、出水期の活用状況等を踏まえ、各機関それぞれが責任をもって充実・改善や拡大・深化を図っていく。

134 大雨・洪水注意報等の発表 134 ◎
135 大雨・洪水注意報等の収集・確認 135 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

140
大型台風が接近していることのアナウンス《大雨・洪水注意報（東京）
に基づく》

140 ◎

141
非常に強い勢力の台風が接近しているため避難を検討するよう呼び
かけ（HP、twitter、メールマガジン等）

141 ◎ ◎

142
土砂災害危険箇所付近の区民に対する、呼びかけ（チラシポスティン
グ含む）

142 ◎

143 区所管施設への情報提供 区所管施設へ浸水に対する準備を呼びかけ 143 ◎
144 災害対応人員の確認・手配 常勤職員の参集準備の連絡《強風・波浪注意報（東京）に基づく》 144 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
145 連絡体制《大雨・洪水注意報（東京）に基づく》 145 ◎
146 災害即応本部立ち上げ検討《大雨・洪水注意報（東京）に基づく》 146 ◎ ◎
147 水防本部の設置 147 ◎ ◎ ◎
148 広域避難先の調整 広域避難先への連絡（市区との調整） 148 ◎
149 避難施設の開設・運営 緊急避難建物開設の準備 149 ◎
150 避難行動要支援者への対応 避難への準備を要請 150 ◎
151 要配慮者施設への対応 要配慮者施設へ浸水に対する準備を要請 151 ◎
152 区所管施設等への対応 区所管施設等への対応 浸水への準備を要請 152 ◎

153
止水板、土のう等止水・防水
資機材等の準備

止水板、土のう等止水・防水資機材等の準備《大雨・洪水注意報（東
京）に基づく》

153 ◎ ◎ ◎ ◎

154
災害対策用資機材、復旧用
資機材の準備

災害対策用資機材、復旧用資機材の準備《大雨・洪水注意報（東京）
に基づく》

154 ◎ ◎ ◎

155 施設・危険箇所の点検・対応 危険箇所の確認 急傾斜地、アンダーパスなど危険箇所の確認 155 ◎

156
施設職員の参集体制の確保(参集所要時間の事前把握を含む)(通
所・入所施設)

156 ◎

157 施設職員への参集連絡(通所・入所施設) 157 ◎
158 区による近隣施設のバスの確保・手配(通所施設) 158 ◎ ◎
159 区によるバス会社からの移送用バスの確保・手配(通所施設) 159 ◎ ◎
160 区による福祉バス・タクシーの確保・手配(入所施設) 160 ◎ ◎
161 区による要援護者リストの活用と避難用バスの手配 161 ◎ ◎

162
避難支援者への情報伝達依
頼

区及び民生委員・住民防災組織による避難支援者への情報伝達依
頼

162 ◎ ◎

163 移送経路確認のための警察署との調整(通所・入所施設) 163 ◎ ○ ◎
164 移送経路確認のための道路管理者との調整(通所・入所施設) 164 ◎ ○ ○
165 移送時間の確認(通所・入所施設) 165 ◎
166 移送時の付添い要員の確保(通所・入所施設) 166 ◎
167 福祉避難所の受入れ先確保(通所・入所施設) 167 ○ ◎
168 区立福祉施設への受入れ先確保(入所施設) 168 ○ ◎
169 施設独自の受入れ先確保(入所施設) 169 ◎
170 区による災害拠点病院の空ベッド確認(入所施設) 170 ◎

171 公共交通機関の運転規制 公共交通機関の運転規制
地上区間において規定値を超えた場合運転規制を実施《強風注意報
（東京）に基づく》

171 ◎ ◎

各種情報の収集・確認 気象情報の発表、収集・確認

各種情報の提供
住民等への情報提供

福祉施設等の避難支援の準備

福祉施設職員の対応体制の
確保

移動手段の確保・手配

安全な移送のための配慮

受入れ可能施設の確保・確
認
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体制の構築・確認
体制の構築・確認

住民の避難対策

避難行動要支援者への対応

災害対応に係る事項の事前確認・準備
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資料６-１　修正版　荒川下流タイムライン（拡大試行版）
時間（いつ） だれが　（情報の発表又は行動の主体：◎　情報を伝達される関係者又は行動の協力者：○）

レ
ベ
ル

水位
（洪
水予
報
等）

気象
情
報・
予警
報

目安の
時刻

拡
大
試
行
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(
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ザ
ー
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東
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(

オ
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ザ
ー

バ
ー

)

関係機関

何を
B C D 東京都 埼

玉
県
 

県
土
整
備
部

防災行動項目
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んでき
た防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な
防災行動項目(実施時期に幅の
ある防災行動項目は別紙参照)

細目 拡
大
試
行
版
T
L
N
o

東
京
管
区
気
象
台

荒
川
下
流
河
川
事
務
所

A 警
視
庁

(

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

)

区分
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んできた防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な防災行動項目(実施時期に幅
のある防災行動項目は別紙参照)

：避難準備・高齢者等避難開始に関する防災行動

：避難勧告に関する防災行動

：避難指示(緊急)に関する防災行動

：洪水予報、水防警報の発表・伝達に関する防災行動

水位並びに気象情報・予警報

は、平成19年9月台風第9号の

降雨を想定最大規模に引き伸

ばした降雨を想定した上で設定

したものです。

・荒川下流タイムライン（拡大試行版）は、平成19年9月台風第9号の降雨を想定最大規模に引き伸ばした降雨による水災害の発生を想定

した１つのシナリオに基づいて、現時点までの検討結果を取りまとめたものである。

・本タイムラインは荒川本川の破堤を想定し、中小河川の氾濫や内水氾濫は考慮していない。

・実際の台風接近時には、台風、降雨、河川の状況等により、時間軸や災害外力が異なるため、各防災行動項目の実施に当たっては、

その都度、台風、降雨、河川の状況等を踏まえ、各機関が責任を持って判断する。

・今後、出水期の活用状況等を踏まえ、各機関それぞれが責任をもって充実・改善や拡大・深化を図っていく。

-30Ｈ 172 荒川下流ＴＬ上のレベル（及び目安の時刻）を設定 172 ◎ ◎
173 関係者へ伝達 173 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
174 外部への広報（HP、twitter) 174 ◎
175 対応状況の共有（取り組んだこと、見送ったこと） 175 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

182
非常に強い勢力の台風が接近しているため避難を検討するよう呼び
かけ（HP、twitter、メールマガジン等）

182 ◎

183
土砂災害危険箇所付近の区民に対する、呼びかけ（チラシポスティン
グ含む）

183 ◎

184 区所管施設への情報提供 区所管施設へ浸水に対する準備を呼びかけ 184 ◎

185 水防警報の発表・伝達
水防警報（待機・準備/岩淵）
の発表・伝達

水防警報（待機・準備／岩淵）の発表・伝達 185 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

186 応援体制の確認・手配 協力機関体制確認、連絡体制の確認 186 ◎
187 情報連絡体制の構築・確認 187 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
188 水害即応態勢の構築(関係職員待機) 188 ◎
189 水防本部の設置準備 189 ◎
190 自主防災組織の活用 自主防災組織（町会・自治会）の活用 190 ◎
191 避難者等の受入れ体制検討 他区の状況を確認し避難者等の受入れ体制の検討 191 ◎
192 広域避難先の調整 広域避難先への連絡（市区との調整） 192 ◎
193 避難施設の開設・運営 緊急避難建物開設の準備 193 ◎
194 避難行動要支援者への対応 避難への準備を要請 194 ◎
195 要配慮者施設への対応 要配慮者施設へ浸水に対する準備を要請 195 ◎
196 区所管施設等への対応 区所管施設等への対応 浸水への準備を要請 196 ◎

197 災害対応に係る事項の事前確認・準備
止水板、土のう等止水・防水
資機材等の準備

止水板、土のう等止水・防水資機材等の準備 197 ◎

198 施設・危険箇所の点検・対応 危険箇所の確認 急傾斜地、アンダーパスなど危険箇所の確認 198 ◎
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荒川下流ＴＬ運用
荒川下流ＴＬの時刻と対応状
況の共有

各種情報の提供
住民等への情報提供

体制の構築・確認 体制の構築・確認

住民の避難対策

避難行動要支援者への対応
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資料６-１　修正版　荒川下流タイムライン（拡大試行版）
時間（いつ） だれが　（情報の発表又は行動の主体：◎　情報を伝達される関係者又は行動の協力者：○）

レ
ベ
ル
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水予
報
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情
報・
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報

目安の
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ザ
ー
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関係機関

何を
B C D 東京都 埼
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県
土
整
備
部

防災行動項目
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んでき
た防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な
防災行動項目(実施時期に幅の
ある防災行動項目は別紙参照)

細目 拡
大
試
行
版
T
L
N
o

東
京
管
区
気
象
台

荒
川
下
流
河
川
事
務
所

A 警
視
庁

(

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

)

区分
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んできた防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な防災行動項目(実施時期に幅
のある防災行動項目は別紙参照)

：避難準備・高齢者等避難開始に関する防災行動

：避難勧告に関する防災行動

：避難指示(緊急)に関する防災行動

：洪水予報、水防警報の発表・伝達に関する防災行動

水位並びに気象情報・予警報

は、平成19年9月台風第9号の

降雨を想定最大規模に引き伸

ばした降雨を想定した上で設定

したものです。

・荒川下流タイムライン（拡大試行版）は、平成19年9月台風第9号の降雨を想定最大規模に引き伸ばした降雨による水災害の発生を想定

した１つのシナリオに基づいて、現時点までの検討結果を取りまとめたものである。

・本タイムラインは荒川本川の破堤を想定し、中小河川の氾濫や内水氾濫は考慮していない。

・実際の台風接近時には、台風、降雨、河川の状況等により、時間軸や災害外力が異なるため、各防災行動項目の実施に当たっては、

その都度、台風、降雨、河川の状況等を踏まえ、各機関が責任を持って判断する。

・今後、出水期の活用状況等を踏まえ、各機関それぞれが責任をもって充実・改善や拡大・深化を図っていく。

-24H 199 荒川下流ＴＬ上のレベル（及び目安の時刻）を設定 199 ◎ ◎
200 関係者へ伝達 200 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
201 外部への広報（HP、twitter) 201 ◎
202 対応状況の共有（取り組んだこと、見送ったこと） 202 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

209
非常に強い勢力の台風が接近しているため避難を検討するよう呼び
かけ（HP、twitter、メールマガジン等）

209 ◎ ◎

210
土砂災害危険箇所付近の区民に対する、呼びかけ（チラシポスティン
グ含む）

210 ◎

211 区所管施設への情報提供 区所管施設へ浸水に対する準備を呼びかけ 211 ◎
212 災害対応人員の確認・手配 今後の人員の再確認 212 ◎ ◎
213 応援体制の確認・手配 協力機関体制確認 213 ◎
214 災害対策本部の設置 214 ◎ ◎ ◎
215 水防本部（第１配備態勢）設置 215 ◎
216 情報連絡体制の確認 216 ◎ ◎
217 職員体制の検討 217 ◎ ◎
218 ホットライン ホットラインによる状況判断 河川事務所並びに気象台へ助言を要請 218 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
219 広域避難勧告の発表・伝達 江東５区長共同による広域避難勧告の発表（対応方針） 219 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
220 避難の実施 広域避難の実施 220 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
221 広域避難先の調整 広域避難先への連絡（市区との調整） 221 ◎
222 避難の呼びかけ 自主避難（高台）を検討するよう呼びかけ 222 ◎
223 緊急避難建物開設の準備 223 ◎
224 自主避難所の開放決定 224 ◎
225 区所管施設等への対応 浸水への準備を要請、区所管施設の休館の検討 225 ◎
226 区事業への措置 区事業中止の判断 226 ◎ ◎
227 学校、福祉施設の休校措置の決定・伝達、収集・確認 227 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
228 福祉施設の休園の決定・伝達、収集・確認 228 ◎ ◎
229 学校の休校の決定・伝達、収集・確認 229 ◎ ◎ ◎ ◎
230 施設による休園・休校を利用者・家族へ周知(通所・入所施設) 230 ◎

231
休園決定となった翌日に登園してきた利用者がいた場合の対応を協
議

231 ◎

232 学校・保育園等の休校・休園判断 232 ◎
233 小中学校・幼稚園の休校・休園の検討 233 ◎
234 危険箇所の点検 工事現場等の点検 234 ◎
235 危険箇所の確認 急傾斜地、アンダーパスなど危険箇所の確認 235 ◎
236 河川関連施設の巡視・点検 河川管理施設の点検等 河川利用者等（ホームレス含む）への事前周知注意喚起等 236 ◎
237 鉄道事業者間の運行調整の実施 237 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
238 運行状況の利用者への周知（放送、掲示、HP等） 238 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
239 運行状況の確認 239 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
240 運行頻度、停止予告等の利用者への周知（放送、掲示、HP等） 240 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
241 運行頻度、停止予告等の確認 241 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
242 水位や暴風等の気象条件による各社の運行状況の共有 242 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
243 水位や暴風等の気象条件による各社の運行状況の情報収集 243 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

レ
ベ
ル
１

I
２

岩
淵
水
門

（
上

）
3
.
5
m

荒川下流ＴＬ運用
荒川下流ＴＬの時刻と対応状
況の共有

各種情報の提供

休校・休園の措置

学校、福祉施設の休校措置
の決定・伝達、収集・確認

休校・休園にともなう周知・対
応

休校・休園の検討

施設・危険箇所の点検・対応

公共交通事業者間の調整
公共交通機関の運行調整の
実施と運行状況の周知・共有

住民等への情報提供

体制の構築・確認
体制の構築・確認

住民の避難対策

避難施設の開設・運営

区所管施設等への対応
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資料６-１　修正版　荒川下流タイムライン（拡大試行版）
時間（いつ） だれが　（情報の発表又は行動の主体：◎　情報を伝達される関係者又は行動の協力者：○）

レ
ベ
ル

水位
（洪
水予
報
等）

気象
情
報・
予警
報

目安の
時刻

拡
大
試
行
版
T
L
N
o

埼
玉
県
警
察
本
部

　
　
　
　
　

(

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

)

東
京
消
防
庁

(

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

)

関係機関

何を
B C D 東京都 埼

玉
県
 

県
土
整
備
部

防災行動項目
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んでき
た防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な
防災行動項目(実施時期に幅の
ある防災行動項目は別紙参照)

細目 拡
大
試
行
版
T
L
N
o

東
京
管
区
気
象
台

荒
川
下
流
河
川
事
務
所

A 警
視
庁

(

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

)

区分
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んできた防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な防災行動項目(実施時期に幅
のある防災行動項目は別紙参照)

：避難準備・高齢者等避難開始に関する防災行動

：避難勧告に関する防災行動

：避難指示(緊急)に関する防災行動

：洪水予報、水防警報の発表・伝達に関する防災行動

水位並びに気象情報・予警報

は、平成19年9月台風第9号の

降雨を想定最大規模に引き伸

ばした降雨を想定した上で設定

したものです。

・荒川下流タイムライン（拡大試行版）は、平成19年9月台風第9号の降雨を想定最大規模に引き伸ばした降雨による水災害の発生を想定

した１つのシナリオに基づいて、現時点までの検討結果を取りまとめたものである。

・本タイムラインは荒川本川の破堤を想定し、中小河川の氾濫や内水氾濫は考慮していない。

・実際の台風接近時には、台風、降雨、河川の状況等により、時間軸や災害外力が異なるため、各防災行動項目の実施に当たっては、

その都度、台風、降雨、河川の状況等を踏まえ、各機関が責任を持って判断する。

・今後、出水期の活用状況等を踏まえ、各機関それぞれが責任をもって充実・改善や拡大・深化を図っていく。

244 大雨・洪水警報(埼玉、東京)の発表 244 ◎
245 大雨・洪水警報(埼玉、東京)の収集・危険度の確認 245 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
250 庁内への情報提供 庁内各部署への注意喚起 250 ◎
251 警報発表の周知 251 ◎

252
非常に強い勢力の台風が接近しているため避難を検討するよう呼び
かけ（HP、twitter、facebook、エリアメール、メールマガジン等）

252 ◎

253
土砂災害危険箇所付近の区民に対する、呼びかけ（チラシポスティン
グ含む）

253 ◎

254 体制の確認 254 ◎
255 職員参集の要請・参集状況の確認 255 ◎
256 職員の配置・配置状況の確認 256 ◎
257 東京都水防本部設置 257 ○ ◎
258 水防本部の設置 258 ◎ ○
259 水害対策本部の設置を検討 259 ◎
260 災害対策本部の設置 260 ◎
261 災害対策会議の開催 261 ◎
263 災害体制の確認・発令・移行 263 ◎ ◎
264 消防署、警察署から被害状況の確認 264 ◎ ○ ○
265 関係交通機関（移動手段）との連絡調整 265 ◎ ○ ○ ○ ○
266 広域避難先の調整 広域避難先への連絡（市区との調整） 266 ◎
267 避難の呼びかけ 自主避難（高台）検討するよう呼びかけ 267 ◎
268 自主避難所の運営 268 ◎
269 緊急避難建物開設の準備 269 ◎
270 避難行動要支援者への対応 避難行動要支援者への対応 自主避難（高台）を検討するよう呼びかけ 270 ◎
271 区所管施設等への対応 浸水への準備を要請、区所管施設の休館の決定・周知 271 ◎
272 区事業への措置 区事業中止の決定 272 ◎
273 小中学校の休校の決定・伝達、利用者に対する周知 273 ◎
274 幼稚園の休園の決定、利用者に対する周知 274 ◎
276 危険箇所の確認 急傾斜地、アンダーパスなど危険箇所の確認 276 ◎
277 急傾斜地への対応 土砂災害危険箇所付近の区民に対する自主避難を呼びかけ 277 ◎
278 運行状況の確認 278 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
279 運行頻度、停止予告等の確認 279 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
280 水位や暴風等の気象条件による各社の運行状況の情報収集 280 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

住民の避難対策
避難施設の開設・運営

区所管施設等への対応

休校・休園の措置 休校・休園の決定

施設・危険箇所の点検・対応

レ
ベ
ル
１

I
２

大
雨
・
洪
水
警
報

(

埼
玉

、
東
京

)

各種情報の収集・確認 気象情報の発表、収集・確認

各種情報の提供
住民等への情報提供

体制の構築・確認

災害対応人員の確認・手配

体制の構築・確認

協力機関との調整

公共交通事業者間の調整
公共交通機関の運行調整の
実施と運行状況の周知・共有
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資料６-１　修正版　荒川下流タイムライン（拡大試行版）
時間（いつ） だれが　（情報の発表又は行動の主体：◎　情報を伝達される関係者又は行動の協力者：○）

レ
ベ
ル

水位
（洪
水予
報
等）

気象
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報

目安の
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関係機関

何を
B C D 東京都 埼
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県
 

県
土
整
備
部

防災行動項目
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んでき
た防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な
防災行動項目(実施時期に幅の
ある防災行動項目は別紙参照)

細目 拡
大
試
行
版
T
L
N
o

東
京
管
区
気
象
台

荒
川
下
流
河
川
事
務
所

A 警
視
庁

(

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

)

区分
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んできた防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な防災行動項目(実施時期に幅
のある防災行動項目は別紙参照)

：避難準備・高齢者等避難開始に関する防災行動

：避難勧告に関する防災行動

：避難指示(緊急)に関する防災行動

：洪水予報、水防警報の発表・伝達に関する防災行動

水位並びに気象情報・予警報

は、平成19年9月台風第9号の

降雨を想定最大規模に引き伸

ばした降雨を想定した上で設定

したものです。

・荒川下流タイムライン（拡大試行版）は、平成19年9月台風第9号の降雨を想定最大規模に引き伸ばした降雨による水災害の発生を想定

した１つのシナリオに基づいて、現時点までの検討結果を取りまとめたものである。

・本タイムラインは荒川本川の破堤を想定し、中小河川の氾濫や内水氾濫は考慮していない。

・実際の台風接近時には、台風、降雨、河川の状況等により、時間軸や災害外力が異なるため、各防災行動項目の実施に当たっては、

その都度、台風、降雨、河川の状況等を踏まえ、各機関が責任を持って判断する。

・今後、出水期の活用状況等を踏まえ、各機関それぞれが責任をもって充実・改善や拡大・深化を図っていく。

-18H
281 荒川水位予測の伝達

荒川水位予測（以降、毎正
時）の伝達

荒川水位予測（熊谷）の伝達 281 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

282 荒川下流ＴＬ上のレベル（及び目安の時刻）を設定 282 ◎ ◎
283 関係者へ伝達 283 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
284 外部への広報（HP、twitter) 284 ◎
285 対応状況の共有（取り組んだこと、見送ったこと） 285 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
290 各種情報の収集・確認 避難情報等の収集・確認 避難情報等の収集・確認 290 ◎
291 警報追加発表の周知 291 ◎

292
非常に強い勢力の台風が接近しているため避難を検討するよう呼び
かけ（HP、twitter、facebook、エリアメール、メールマガジン等）

292 ◎

293
地下鉄・地下街等への情報
提供

地下街等、要配慮者利用施設、大規模工場等への洪水予報【はん濫
注意情報（熊谷）】等の伝達

293 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

294 洪水予報の伝達
洪水予報（はん濫注意情報/
熊谷）の伝達

洪水予報（はん濫注意情報／熊谷）の伝達 294 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

295 参集状況の確認 295 ◎
296 配置状況の確認 296 ◎
297 情報連絡体制の確認 297 ◎ ◎
298 職員体制の検討 298 ◎
299 水防本部会議において災害対策本部の設置 299 ◎
300 災害体制の確認・発令・移行 300 ◎ ◎

301 ホットライン ホットラインによる連絡
河川事務所から市区へホットラインによる連絡（はん濫注意情報（熊
谷）の伝達、今後の見込み）

301 ◎ ○ ○ ○ ○ ○

302 広域避難先の調整 広域避難先への連絡（市区との調整） 302 ◎

303
避難準備・高齢者等避難開始の発表・伝達
（熊谷、治水橋、岩淵いずれかのはん濫注意情報に基づく）

303 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

304 避難準備・高齢者等避難開始発表の検討 304 ◎ ○

305 避難の呼びかけ
自主避難を検討するよう呼びかけ（HP、メールマガジン、facebook、
twitter等）

305 ◎

306 荒川沿川地域に避難所を数箇所開設 306 ◎
307 緊急避難建物開設の準備 307 ◎
308 自主避難所の運営 308 ◎

309 避難行動要支援者への対応
避難行動要支援者の避難支
援

自主避難（高台）の検討を呼びかけ 309 ◎

310 区所管施設等への対応 区所管施設等への対応 浸水への準備を要請 310 ◎

311 災害対応に係る事項の事前確認・準備
災害対策用資機材、復旧用
資機材の確認

災害対策用資機材、復旧用資機材の確認 311 ◎

312 パトロールの実施 パトロールの実施（道路、墨田川、神田川） 312 ◎
313 危険箇所の点検 急傾斜地、アンダーパスなど危険箇所の確認 313 ◎
314 急傾斜地への対応 土砂災害危険箇所付近の区民に対する自主避難を呼びかけ 314 ◎
315 河川関連施設の巡視・点検 河川関連施設の巡視・点検 河川利用者等（ホームレス含む）への事前周知注意喚起等 315 ◎

316
ゲートの閉鎖操作に伴う現地
確認

岩淵水門上下流部の高水敷状況確認 316 ◎

317
ゲートの閉鎖操作に伴う情報
伝達

岩淵水門上下流部の高水敷状況伝達 317 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

318 運行状況の確認 318 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
319 運行頻度、停止予告等の確認 319 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
320 水位や暴風等の気象条件による各社の運行状況の情報収集 320 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

321 暴風警報(埼玉)、暴風・波浪警報(東京)の発表 321 ◎

322 暴風警報(埼玉)、暴風・波浪警報(東京)の収集・危険度の確認 322 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

レ
ベ
ル
１
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２
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意
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報

(

熊
谷

)

荒川下流ＴＬ運用
荒川下流ＴＬの時刻と対応状
況の共有

各種情報の提供
住民等への情報提供

体制の構築・確認

河川管理施設のゲート操作に伴う確認・伝達

公共交通事業者間の調整
公共交通機関の運行調整の
実施と運行状況の周知・共有

暴
風
警
報

(

埼
玉

)

暴
風
・
波
浪
警
報

(

東
京

)

各種情報の収集・確認 気象情報の発表、収集・確認

災害対応人員の確認・手配

体制の構築・確認

住民の避難対策

避難情報の発表・伝達

避難施設の開設・運営

施設・危険箇所の点検・対応
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資料６-１　修正版　荒川下流タイムライン（拡大試行版）
時間（いつ） だれが　（情報の発表又は行動の主体：◎　情報を伝達される関係者又は行動の協力者：○）

レ
ベ
ル

水位
（洪
水予
報
等）

気象
情
報・
予警
報

目安の
時刻

拡
大
試
行
版
T
L
N
o

埼
玉
県
警
察
本
部

　
　
　
　
　

(
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ブ
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ー

バ
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)

東
京
消
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庁

(
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ブ
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ー

バ
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)

関係機関

何を
B C D 東京都 埼

玉
県
 

県
土
整
備
部

防災行動項目
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んでき
た防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な
防災行動項目(実施時期に幅の
ある防災行動項目は別紙参照)

細目 拡
大
試
行
版
T
L
N
o

東
京
管
区
気
象
台

荒
川
下
流
河
川
事
務
所

A 警
視
庁

(

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

)

区分
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んできた防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な防災行動項目(実施時期に幅
のある防災行動項目は別紙参照)

：避難準備・高齢者等避難開始に関する防災行動

：避難勧告に関する防災行動

：避難指示(緊急)に関する防災行動

：洪水予報、水防警報の発表・伝達に関する防災行動

水位並びに気象情報・予警報

は、平成19年9月台風第9号の

降雨を想定最大規模に引き伸

ばした降雨を想定した上で設定

したものです。

・荒川下流タイムライン（拡大試行版）は、平成19年9月台風第9号の降雨を想定最大規模に引き伸ばした降雨による水災害の発生を想定

した１つのシナリオに基づいて、現時点までの検討結果を取りまとめたものである。

・本タイムラインは荒川本川の破堤を想定し、中小河川の氾濫や内水氾濫は考慮していない。

・実際の台風接近時には、台風、降雨、河川の状況等により、時間軸や災害外力が異なるため、各防災行動項目の実施に当たっては、

その都度、台風、降雨、河川の状況等を踏まえ、各機関が責任を持って判断する。

・今後、出水期の活用状況等を踏まえ、各機関それぞれが責任をもって充実・改善や拡大・深化を図っていく。

-14H
327 荒川水位予測の伝達

荒川水位予測（以降、毎正
時）の伝達

荒川水位予測（治水橋）の伝達 327 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

328 荒川下流ＴＬ上のレベル（及び目安の時刻）を設定 328 ◎ ◎
329 関係者へ伝達 329 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
330 外部への広報（HP、twitter) 330 ◎
331 対応状況の共有（取り組んだこと、見送ったこと） 331 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

336 住民等への情報提供
非常に強い勢力の台風が接近しているため避難を検討するよう呼び
かけ（HP、twitter、facebook、エリアメール、メールマガジン等）

336 ◎

337
地下鉄・地下街等への情報
提供

地下街等、要配慮者利用施設、大規模工場等への洪水予報【はん濫
注意情報（治水橋）】等の伝達

337 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

338 洪水予報の伝達
洪水予報（はん濫注意情報/
治水橋）の伝達

洪水予報（はん濫注意情報／治水橋）の伝達 338 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

339 参集状況の確認 339 ◎
340 配置状況の確認 340 ◎
341 水門・機場・災害対策車両等の操作員確保、運転手の人員確保 341 ◎
342 協力機関体制確認 342 ◎
343 体制の構築・確認 災害体制の確認・発令・移行 343 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
344 必要に応じ、河川事務所長へ助言を要請 344 ○ ◎ ◎
345 必要に応じ、河川事務所へリエゾンの派遣を要請 345 ○ ◎ ◎
346 広域避難先の調整 広域避難先への連絡（市区との調整） 346 ◎

347
避難準備・高齢者等避難開始の発表・伝達
（熊谷、治水橋、岩淵いずれかのはん濫注意情報に基づく）

347 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

348
避難が必要な状況が夜間・早朝になることが想定される場合は避難
準備・高齢者等避難開始の発表・伝達を検討

348 ◎

349 避難準備・高齢者避難開始発表の検討 349 ◎

350 避難の呼びかけ
自主避難を検討するよう呼びかけ（HP、メールマガジン、facebook、
twitter等）

350 ◎

351 家屋倒壊の危険により垂直避難ではなく早めの水平避難の呼びかけ 351 ◎ ◎ ◎

352
地元の警察・消防及び消防団へ避難呼びかけの実施に関する情報
提供

352 ◎ ◎ ◎ ○

353
家屋倒壊危険ゾーン内にある自主防災組織（町会・自治会）への防災
無線、防災・緊急情報メールを用いた避難伝達・注意喚起

353 ◎

354 緊急避難建物開設の準備 354 ◎
355 自主避難所の運営 355 ◎
356 避難行動要支援者への対応 避難行動要支援者への対応 自主避難（高台）の検討を呼びかけ 356 ◎
357 区所管施設等への対応 区所管施設等への対応 浸水への準備を要請 357 ◎
358 休校・休園の措置 学校の休校措置 小中高校・大学、保育園、福祉施設等の休業、休校措置 358 ◎ ◎ ◎

359 災害対応に係る事項の事前確認・準備
災害対策用資機材、復旧用
資機材の確認

災害対策用資機材の準備 359 ◎

360 危険箇所の点検 急傾斜地、アンダーパスなど危険箇所の確認 360 ◎
361 急傾斜地への対応 土砂災害危険箇所付近の区民に対する自主避難を呼びかけ 361 ◎

362
ゲートの閉鎖操作に伴う現地
確認

岩淵水門上下流部の水面上の船舶等の接近状況確認 362 ◎

363 ゲートの閉鎖操作の伝達
関係機関に岩淵水門ゲートの閉鎖操作開始の伝達
（岩淵水門（上）水位観測所の水位がＡ.Ｐ.+4.0ｍに達したため）

363 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

364 ゲートの閉鎖操作の実施 岩淵水門ゲートの閉鎖操作の実施 364 ◎
365 福祉バス・タクシーによる施設利用者の避難の実施(通所・入所施設) 365 ◎
366 民生委員・住民防災組織によるバスを利用した避難の実施 366 ◎
367 避難移送時の付添い(通所・入所施設) 367 ◎
368 避難する施設利用者の持出し品の準備・持出し 368 ◎
369 施設利用者の個人属性データの保全・持出し 369 ◎
370 施設利用者の家族へ避難先などを連絡(通所・入所施設) 370 ◎

371
水没地域の福祉施設の備蓄物資を高台の施設へ分配(通所・入所施
設)

371 ◎ ◎

372 水没地域施設の庁舎管理 372 ◎
373 運行状況の確認 373 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
374 運行頻度、停止予告等の確認 374 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
375 水位や暴風等の気象条件による各社の運行状況の情報収集 375 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

レ
ベ
ル
１

I
２

は
ん
濫
注
意
情
報

(

治
水
橋

)

荒川下流ＴＬ運用
荒川下流ＴＬの時刻と対応状
況の共有

各種情報の提供

体制の構築・確認

災害対応人員の確認・手配

応援体制の確認・手配

ホットライン ホットラインによる状況判断

福祉施設等の避難支援の実施

避難支援の実施

避難の実施に伴う対応

公共交通事業者間の調整
公共交通機関の運行調整の
実施と運行状況の周知・共有

住民の避難対策

避難情報の発表・伝達

家屋倒壊危険ゾーンへの注
意喚起

避難施設の開設・運営

施設・危険箇所の点検・対応

河川管理施設のゲート操作に伴う確認・伝達
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資料６-１　修正版　荒川下流タイムライン（拡大試行版）
時間（いつ） だれが　（情報の発表又は行動の主体：◎　情報を伝達される関係者又は行動の協力者：○）
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防災行動項目
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んでき
た防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な
防災行動項目(実施時期に幅の
ある防災行動項目は別紙参照)

細目 拡
大
試
行
版
T
L
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o

東
京
管
区
気
象
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荒
川
下
流
河
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区分
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んできた防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な防災行動項目(実施時期に幅
のある防災行動項目は別紙参照)

：避難準備・高齢者等避難開始に関する防災行動

：避難勧告に関する防災行動

：避難指示(緊急)に関する防災行動

：洪水予報、水防警報の発表・伝達に関する防災行動

水位並びに気象情報・予警報

は、平成19年9月台風第9号の

降雨を想定最大規模に引き伸

ばした降雨を想定した上で設定

したものです。

・荒川下流タイムライン（拡大試行版）は、平成19年9月台風第9号の降雨を想定最大規模に引き伸ばした降雨による水災害の発生を想定

した１つのシナリオに基づいて、現時点までの検討結果を取りまとめたものである。

・本タイムラインは荒川本川の破堤を想定し、中小河川の氾濫や内水氾濫は考慮していない。

・実際の台風接近時には、台風、降雨、河川の状況等により、時間軸や災害外力が異なるため、各防災行動項目の実施に当たっては、

その都度、台風、降雨、河川の状況等を踏まえ、各機関が責任を持って判断する。

・今後、出水期の活用状況等を踏まえ、各機関それぞれが責任をもって充実・改善や拡大・深化を図っていく。

376 記録的短時間大雨情報(埼玉)の発表 376 ◎
377 記録的短時間大雨情報(埼玉)の収集・確認 377 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

382
沿川自治体の被害状況の収
集・確認

沿川自治体の被害状況の収集・確認 382 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

383 市ＨＰに記録的短時間大雨情報の掲載 383 ◎ ◎

384
非常に強い勢力の台風が接近しているため避難を検討するよう呼び
かけ（HP、twitter、facebook、エリアメール、メールマガジン等）

384 ◎

385 参集状況の確認 385 ◎
386 配置状況の確認 386 ◎
387 自主防災組織の活用 自主防災組織の活用 自主防災組織（町会・自治会）の活用 387 ◎

388 ホットライン ホットラインによる連絡
気象台から各市へホットラインによる連絡（土砂災害や内水氾濫に関
連した気象実況と予測情報の提供）

388 ◎ ○ ○ ○

389 広域避難先の調整 広域避難先への連絡（市区との調整） 389 ◎
390 避難情報の発表・伝達 避難準備・高齢者避難開始発表の検討 390 ◎

391 避難の呼びかけ
自主避難を検討するよう呼びかけ（HP、メールマガジン、facebook、
twitter等）

391 ◎

392 避難所の開設準備 392 ◎ ◎
393 緊急避難建物開設の準備 393 ◎
394 災害時地域貢献建築物への受入調整 394 ◎
395 自主避難所の運営 395 ◎
396 避難行動要支援者への対応 避難行動要支援者への対応 自主避難（高台）の検討を呼びかけ 396 ◎
397 区所管施設等への対応 区所管施設等への対応 浸水への準備を要請 397 ◎
398 危険箇所の点検 急傾斜地、アンダーパスなど危険箇所の確認 398 ◎
399 急傾斜地への対応 土砂災害危険箇所付近の区民に対する自主避難を呼びかけ 399 ◎
400 運行状況の確認 400 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
401 運行頻度、停止予告等の確認 401 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
402 水位や暴風等の気象条件による各社の運行状況の情報収集 402 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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403 荒川水位予測の伝達

荒川水位予測（以降、毎正
時）の伝達

荒川水位予測（岩淵）の伝達 403 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

404 荒川下流ＴＬ上のレベル（及び目安の時刻）を設定 404 ◎ ◎
405 関係者へ伝達 405 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
406 外部への広報（HP、twitter) 406 ◎
407 対応状況の共有（取り組んだこと、見送ったこと） 407 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
412 住民等への情報提供（安全安心メール、区ＨＰ等） 412 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
413 避難方法・手段の案内、避難場所の案内 413 ◎

414
交通規制情報について、テレビ、ラジオ、エリアメール、メールマガジ
ン、防災行政無線、情報発信、広報車、防災無線で周知

414 ◎

415
地下街等、要配慮者利用施設、大規模工場等への洪水予報【はん濫
注意情報（岩淵）】等の伝達

415 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

416 広報車・防災無線放送による来訪者への退去勧告 416 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
417 各施設の閉鎖に関する情報提供（テレビ、ラジオ、ネット等） 417 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
418 駅の混乱防止のため、必要により警官の要請を検討 418 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
419 避難方法・手段の案内、避難場所の案内 419 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
420 駅構内の商業施設管理者への情報提供 420 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

421 洪水予報の伝達
洪水予報（はん濫注意情報/
岩淵）の伝達

洪水予報（はん濫注意情報／岩淵）の伝達 421 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

422 水防警報の発表・伝達
水防警報（出動/岩淵）の発
表・伝達

水防警報（出動／岩淵）の発表・伝達 422 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

423 全職員を招集 423 ◎
424 災害対策会議の開催 424 ◎
425 配置状況の確認 425 ◎
426 災害体制の確認・発令・移行 426 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
427 災害対策本部の設置 427 ◎ ◎
428 水防本部（第２配備態勢）設置 428 ◎
429 協力機関との調整 水防活動に伴う消防署・警察署との協力 429 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
430 必要に応じ、河川事務所長へ助言を要請 430 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
431 必要に応じ、河川事務所へリエゾンの派遣を要請 431 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

各種情報の収集・確認
気象情報の発表、収集・確認

各種情報の提供

公共交通事業者間の調整
公共交通機関の運行調整の
実施と運行状況の周知・共有

レ
ベ
ル
２

は
ん
濫
注
意
情
報

(

岩
淵

)

水
防
警
報

(

出
動

)
(

岩
淵

)

荒川下流ＴＬ運用
荒川下流ＴＬの時刻と対応状
況の共有

各種情報の提供

住民等への情報提供

地下鉄・地下街等への情報
提供

体制の構築・確認

レ
ベ
ル
１

I
２

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

(

埼
玉

)

災害対応人員の確認・手配

体制の構築・確認

ホットライン ホットラインによる状況判断

住民等への情報提供

体制の構築・確認 災害対応人員の確認・手配

住民の避難対策

避難施設の開設・運営

施設・危険箇所の点検・対応
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資料６-１　修正版　荒川下流タイムライン（拡大試行版）
時間（いつ） だれが　（情報の発表又は行動の主体：◎　情報を伝達される関係者又は行動の協力者：○）

レ
ベ
ル

水位
（洪
水予
報
等）

気象
情
報・
予警
報

目安の
時刻

拡
大
試
行
版
T
L
N
o

埼
玉
県
警
察
本
部

　
　
　
　
　

(

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

)

東
京
消
防
庁

(

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

)

関係機関

何を
B C D 東京都 埼

玉
県
 

県
土
整
備
部

防災行動項目
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んでき
た防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な
防災行動項目(実施時期に幅の
ある防災行動項目は別紙参照)

細目 拡
大
試
行
版
T
L
N
o

東
京
管
区
気
象
台

荒
川
下
流
河
川
事
務
所

A 警
視
庁

(

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

)

区分
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んできた防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な防災行動項目(実施時期に幅
のある防災行動項目は別紙参照)

：避難準備・高齢者等避難開始に関する防災行動

：避難勧告に関する防災行動

：避難指示(緊急)に関する防災行動

：洪水予報、水防警報の発表・伝達に関する防災行動

水位並びに気象情報・予警報

は、平成19年9月台風第9号の

降雨を想定最大規模に引き伸

ばした降雨を想定した上で設定

したものです。

・荒川下流タイムライン（拡大試行版）は、平成19年9月台風第9号の降雨を想定最大規模に引き伸ばした降雨による水災害の発生を想定

した１つのシナリオに基づいて、現時点までの検討結果を取りまとめたものである。

・本タイムラインは荒川本川の破堤を想定し、中小河川の氾濫や内水氾濫は考慮していない。

・実際の台風接近時には、台風、降雨、河川の状況等により、時間軸や災害外力が異なるため、各防災行動項目の実施に当たっては、

その都度、台風、降雨、河川の状況等を踏まえ、各機関が責任を持って判断する。

・今後、出水期の活用状況等を踏まえ、各機関それぞれが責任をもって充実・改善や拡大・深化を図っていく。

432 広域避難先の調整 広域避難先への連絡（市区との調整） 432 ◎
433 早期垂直避難勧告の発表・伝達（対応方針） 433 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

434
避難準備・高齢者等避難開始の発表・伝達
（熊谷、治水橋、岩淵いずれかのはん濫注意情報に基づく）

434 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

435 避難準備・高齢者等避難開始の発表・伝達 435 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
436 避難準備・高齢者等避難開始の発表・伝達 436 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
437 避難勧告の発表の検討 437 ◎

438
避難が必要な状況が夜間・早朝になることが想定される場合は避難
準備・高齢者等避難開始の発表・伝達を検討

438 ◎

439 避難の呼びかけ
高台への避難の呼びかけ（HP、メールマガジン、エリアメール、テレ
ビ、ラジオ、twitter、防災行政無線、青パト等）

439 ◎

440 指定避難所等の開設・運営 440 ◎ ◎ ◎ ◎
441 自主避難所の運営 441 ◎
442 緊急避難建物の開設 442 ◎
443 災害時地域貢献建築物の受入調整 443 ◎
444 避難所の開設・自主避難者の受け入れ 444 ◎ ◎ ◎ ◎
445 開設避難所の情報提供 445 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
446 福祉避難所の情報提供 446 ◎ ◎ ◎ ◎ ○
447 避難施設等の運営 447 ◎ ◎ ◎ ◎
448 避難状況の収集・確認・伝達 448 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○
449 避難状況の把握 449 ◎
450 移送用バスの手配 東京都への救助要請（要配慮者移送用のバス手配） 450 ○
451 避難の開始 要配慮者の避難開始 451 ○
452 要配慮者に対する避難情報の伝達 452 ◎ ○
453 要配慮者避難の実施 453 ◎ ○ ○ ◎
454 避難を呼びかけ（高台または垂直） 454 ◎ ◎
455 介護保険施設に対し垂直避難を呼びかけ 455 ◎ ◎
456 区所管施設等への対応 区所管施設等への対応 避難を呼びかけ 456 ◎ ◎
457 施設・危険箇所の点検・対応 急傾斜地への対応 高台へ避難を呼びかけ 457 ◎ ◎
458 河川、危険個所の巡視 河川巡視（重要水防個所・危険個所含む）の監視・巡視 458 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎
459 水防工法の検討、実施 被災箇所・被災危険個所に対する水防工法の検討、実施 459 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
460 状況把握出動、高水流量観測の開始 460 ◎
461 自機関内での情報共有 461 ◎
462 重要施設・設備等の浸水防止対策 462 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
463 巡視に基づき漏水箇所等に積土のう（消防に要請） 463 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

464 河川管理施設のゲート操作結果の伝達
ゲートの閉鎖操作完了の伝
達

関係機関に岩淵水門ゲートの閉鎖操作完了の伝達 464 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

465 広報車・防災無線放送による来訪者への退去勧告 465 ◎ ◎ ◎
466 各施設の閉鎖に関する情報提供（テレビ、ラジオ、ネット等） 466 ◎ ◎ ◎
467 駅の混乱防止のため、必要により警官の要請を検討 467 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
468 避難方法・手段の案内、避難場所の案内 468 ◎ ◎ ◎
469 駅構内の商業施設管理者への情報提供 469 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

470
道路管理者への道路規制状況及び鉄道事業者・バス事業者への運
行状況の情報収集

470 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

471 地下鉄と地上鉄道等の運行継続及び停止等に関する連携 471 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

472
河川管理者・道路管理者間協議(調整又は道路管理者による情報提
供)による対象区間の確定（通行止めの起点を定める）

472 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

473 通行止め対象区間情報の収集 473 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

474
各道路管理者による浸水想定区域のアンダーパス含む道路に対する
注意喚起の検討

474 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

475 避難車両（バス）専用レーンの設置 475 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
476 要配慮者施設へ通行止めに関する事前情報提供 476 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
477 区民からの問い合わせ対応 477 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
478 規制時規制場所に監視員の配置 478 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
479 関係機関と連動した車両移動 479 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

レ
ベ
ル
２

は
ん
濫
注
意
情
報

(

岩
淵

)

水
防
警
報

(

出
動

)
(

岩
淵

)
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住民の避難対策

避難情報の発表・伝達

河川状況の把握 河川状況の把握

重要施設の浸水対策
重要施設・設備等の浸水防
止対策

地下鉄・地下街等への情報提供
地下鉄・地下街等への情報
提供

避難施設の開設・運営

避難状況の把握

避難行動要支援者への対応 要配慮者の避難支援

避難行動要支援者の避難呼
びかけ

水防活動の実施

道路交通規制に関する対応

道路交通対策に関する事前
協議

道路規制後の対応
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資料６-１　修正版　荒川下流タイムライン（拡大試行版）
時間（いつ） だれが　（情報の発表又は行動の主体：◎　情報を伝達される関係者又は行動の協力者：○）

レ
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ル

水位
（洪
水予
報
等）
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予警
報

目安の
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関係機関

何を
B C D 東京都 埼

玉
県
 

県
土
整
備
部

防災行動項目
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んでき
た防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な
防災行動項目(実施時期に幅の
ある防災行動項目は別紙参照)

細目 拡
大
試
行
版
T
L
N
o

東
京
管
区
気
象
台

荒
川
下
流
河
川
事
務
所

A 警
視
庁

(

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

)

区分
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んできた防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な防災行動項目(実施時期に幅
のある防災行動項目は別紙参照)

：避難準備・高齢者等避難開始に関する防災行動

：避難勧告に関する防災行動

：避難指示(緊急)に関する防災行動

：洪水予報、水防警報の発表・伝達に関する防災行動

水位並びに気象情報・予警報

は、平成19年9月台風第9号の

降雨を想定最大規模に引き伸

ばした降雨を想定した上で設定

したものです。

・荒川下流タイムライン（拡大試行版）は、平成19年9月台風第9号の降雨を想定最大規模に引き伸ばした降雨による水災害の発生を想定

した１つのシナリオに基づいて、現時点までの検討結果を取りまとめたものである。

・本タイムラインは荒川本川の破堤を想定し、中小河川の氾濫や内水氾濫は考慮していない。

・実際の台風接近時には、台風、降雨、河川の状況等により、時間軸や災害外力が異なるため、各防災行動項目の実施に当たっては、

その都度、台風、降雨、河川の状況等を踏まえ、各機関が責任を持って判断する。

・今後、出水期の活用状況等を踏まえ、各機関それぞれが責任をもって充実・改善や拡大・深化を図っていく。

480 住民等への情報提供 避難方法・手段の案内、避難場所の案内 480 ◎

481
地下鉄・地下街等への情報
提供

地下街等、要配慮者利用施設、大規模工場等への洪水予報【はん濫
警戒情報（熊谷）】等の伝達

481 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

482 洪水予報の伝達
洪水予報（はん濫警戒情報/
熊谷）の伝達

洪水予報（はん濫警戒情報／熊谷）の伝達 482 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

483 災害対応人員の確認・手配 配置状況の確認 483 ◎
484 災害対策本部を設置 484 ◎
485 災害対策会議の開催 485 ◎
486 危機管理対策本部会議を実施 486 ◎
487 必要に応じ、河川事務所長へ助言を要請 487 ○
488 河川事務所長へリエゾンの派遣を依頼 488 ○
489 関東地方整備局へリエゾンの派遣を要請 489 ◎
490 広域避難先の調整 広域避難先への連絡（市区との調整） 490 ◎

491
避難勧告の発表・伝達
（熊谷、治水橋、岩淵いずれかのはん濫警戒情報に基づく）

491 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

492 避難準備・高齢者等避難開始の発表・伝達 492 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
493 状況に応じ、避難準備・高齢者等避難開始の発表・伝達 493 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
494 避難勧告発表の検討 494 ◎

495 避難の呼びかけ
高台への避難の呼びかけ（HP、メールマガジン、エリアメール、テレ
ビ、ラジオ、twitter、防災行政無線、青パト等）

495 ◎

496
熊谷で避難判断水位を越えたことを踏まえた避難に関する情報の発
表・伝達

496 ◎ ○

497
熊谷で避難判断水位を越えたことを踏まえた避難に関する情報の収
集・確認

497 ◎

498 早期に避難するよう住民への避難、呼びかけ 498 ◎
499 早期に避難するよう住民への避難、呼びかけ 499 ◎ ◎ ◎

500
大規模な工場、事業所等への従業員避難や危険物流出等に関する
注意喚起

500 ◎

501 自主避難所の運営 501 ◎
502 緊急避難建物の開設 502 ◎
503 災害時地域貢献建築物の受入・運営 503 ◎
504 避難状況の把握 避難状況の把握 504 ◎ ○
505 避難を呼びかけ（高台または垂直） 505 ◎
506 介護保険施設に対し垂直避難を呼びかけ 506 ◎
507 区所管施設等への対応 区所管施設等への対応 避難を呼びかけ 507 ◎
508 施設・危険箇所の点検・対応 急傾斜地への対応 高台へ避難を呼びかけ 508 ◎

509 重要施設の浸水対策
インフラ・ライフライン重要施
設の浸水対策

重要施設・設備等の浸水防止対策 509 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

510 避難情報の伝達 510 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
511 地下施設利用者への周辺避難場所の広報 511 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
512 地下街・ターミナル駅ビル等商業施設等の対応方針の調整 512 ◎ ○ ◎ ◎ ◎
513 交通規制情報の収集 513 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

514
テレビ、ラジオ、エリアメール、独自メール、防災行政無線、情報発
信、広報車、防災無線で危険を周知

514 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

レ
ベ
ル
２

は
ん
濫
警
戒
情
報

(

熊
谷

)

-11H
各種情報の提供

体制の構築・確認
体制の構築・確認

避難行動要支援者への対応
避難行動要支援者の避難呼
びかけ

地下鉄・地下街等の避難対策
地下鉄・地下街の浸水対策
関係者の調整・避難対策

道路交通規制情報の収集・提供
道路交通規制情報の収集・
提供

ホットライン ホットラインによる状況判断

住民の避難対策

避難情報の発表・伝達

熊谷で避難判断水位を越え
たことを踏まえた避難に関す
る情報の発表

家屋倒壊危険ゾーンへの注
意喚起

避難施設の開設・運営
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資料６-１　修正版　荒川下流タイムライン（拡大試行版）
時間（いつ） だれが　（情報の発表又は行動の主体：◎　情報を伝達される関係者又は行動の協力者：○）

レ
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ル
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防災行動項目
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んでき
た防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な
防災行動項目(実施時期に幅の
ある防災行動項目は別紙参照)

細目 拡
大
試
行
版
T
L
N
o

東
京
管
区
気
象
台

荒
川
下
流
河
川
事
務
所

A 警
視
庁

(

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

)

区分
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んできた防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な防災行動項目(実施時期に幅
のある防災行動項目は別紙参照)

：避難準備・高齢者等避難開始に関する防災行動

：避難勧告に関する防災行動

：避難指示(緊急)に関する防災行動

：洪水予報、水防警報の発表・伝達に関する防災行動

水位並びに気象情報・予警報

は、平成19年9月台風第9号の

降雨を想定最大規模に引き伸

ばした降雨を想定した上で設定

したものです。

・荒川下流タイムライン（拡大試行版）は、平成19年9月台風第9号の降雨を想定最大規模に引き伸ばした降雨による水災害の発生を想定

した１つのシナリオに基づいて、現時点までの検討結果を取りまとめたものである。

・本タイムラインは荒川本川の破堤を想定し、中小河川の氾濫や内水氾濫は考慮していない。

・実際の台風接近時には、台風、降雨、河川の状況等により、時間軸や災害外力が異なるため、各防災行動項目の実施に当たっては、

その都度、台風、降雨、河川の状況等を踏まえ、各機関が責任を持って判断する。

・今後、出水期の活用状況等を踏まえ、各機関それぞれが責任をもって充実・改善や拡大・深化を図っていく。

515 大雨特別警報等の発表 515 ◎
516 大雨特別警報等の収集・確認 516 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
521 避難方法・手段の案内、避難場所の案内 521 ◎
522 大雨特別警報に関する情報のアナウンス 522 ◎ ◎ ○
523 特別警報発表の周知 523 ◎ ◎ ◎ ◎
524 災害対応人員の確認・手配 配置状況の確認 524 ◎
525 災害対策本部の設置 525 ◎
526 災害対策会議の開催 526 ◎
527 災害対策本部を移設 527 ◎
528 災害体制の確認・発令・移行 528 ◎ ◎

529
気象台から各区へホットラインによる連絡（土砂災害や内水氾濫に関
連した気象実況と予測情報の提供）《記録的短時間大雨情報（東京）
に基づく》

529 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

530
気象台から市区へホットラインによる連絡《大雨特別警報（埼玉、東
京）に基づく》

530 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

531 広域避難先の調整 広域避難先への連絡（市区との調整） 531 ◎
532 避難勧告の発表・伝達（葛飾区西部地域・南部地域） 532 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

533
今後避難準備・高齢者等避難開始情報が発表される可能性がある旨
の発表・伝達（HP、FB、ツイッター、tocoぷり、防災行政無線、メール
情報）

533 ◎

534 避難勧告発表の検討 534 ◎

535 避難の呼びかけ
高台への避難の呼びかけ（HP、メールマガジン、エリアメール、テレ
ビ、ラジオ、twitter、防災行政無線、青パト等）

535 ◎

536 自主避難所の運営 536 ◎
537 緊急避難建物の開設 537 ◎
538 災害時地域貢献建築物の受入調整 538 ◎
539 避難状況の把握 避難状況の把握 539 ◎
540 避難を呼びかけ（高台または垂直） 540 ◎
541 介護保険施設に対し垂直避難を呼びかけ 541 ◎
542 区所管施設等への対応 区所管施設等への対応 避難を呼びかけ 542 ◎
545 災害対応に係る事項の事前確認・準備 防水資器材等の準備 水防資機材（土のう・ポンプ・スコップ等）の移設 545 ◎
546 施設・危険箇所の点検・対応 急傾斜地への対応 高台へ避難を呼びかけ 546 ◎
547 交通規制情報の収集 547 ◎

548
テレビ、ラジオ、エリアメール、独自メール、防災行政無線、情報発
信、広報車、防災無線で危険を周知

548 ◎

避難施設の開設・運営

避難行動要支援者への対応
避難行動要支援者の避難呼
びかけ

道路交通規制情報の収集・提供

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

(

東
京

)

大
雨
特
別
警
報

(

埼
玉

、
東
京

)

各種情報の収集・確認 気象情報の発表、収集・確認

各種情報の提供 住民等への情報提供

体制の構築・確認
体制の構築・確認

道路交通規制情報の収集・
提供

レ
ベ
ル
２

ホットライン ホットラインによる連絡

住民の避難対策

避難情報の発表・伝達
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資料６-１　修正版　荒川下流タイムライン（拡大試行版）
時間（いつ） だれが　（情報の発表又は行動の主体：◎　情報を伝達される関係者又は行動の協力者：○）

レ
ベ
ル

水位
（洪
水予
報
等）

気象
情
報・
予警
報

目安の
時刻

拡
大
試
行
版
T
L
N
o

埼
玉
県
警
察
本
部

　
　
　
　
　

(

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

)

東
京
消
防
庁

(

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

)

関係機関

何を
B C D 東京都 埼

玉
県
 

県
土
整
備
部

防災行動項目
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んでき
た防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な
防災行動項目(実施時期に幅の
ある防災行動項目は別紙参照)
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台
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区分
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んできた防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な防災行動項目(実施時期に幅
のある防災行動項目は別紙参照)

：避難準備・高齢者等避難開始に関する防災行動

：避難勧告に関する防災行動

：避難指示(緊急)に関する防災行動

：洪水予報、水防警報の発表・伝達に関する防災行動

水位並びに気象情報・予警報

は、平成19年9月台風第9号の

降雨を想定最大規模に引き伸

ばした降雨を想定した上で設定

したものです。

・荒川下流タイムライン（拡大試行版）は、平成19年9月台風第9号の降雨を想定最大規模に引き伸ばした降雨による水災害の発生を想定

した１つのシナリオに基づいて、現時点までの検討結果を取りまとめたものである。

・本タイムラインは荒川本川の破堤を想定し、中小河川の氾濫や内水氾濫は考慮していない。

・実際の台風接近時には、台風、降雨、河川の状況等により、時間軸や災害外力が異なるため、各防災行動項目の実施に当たっては、

その都度、台風、降雨、河川の状況等を踏まえ、各機関が責任を持って判断する。

・今後、出水期の活用状況等を踏まえ、各機関それぞれが責任をもって充実・改善や拡大・深化を図っていく。

-8Ｈ 549 荒川下流ＴＬ上のレベル（及び目安の時刻）を設定 549 ◎ ◎
550 関係者へ伝達 550 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
551 外部への広報（HP、twitter) 551 ◎
552 対応状況の共有（取り組んだこと、見送ったこと） 552 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
557 住民等への情報提供 避難方法・手段の案内、避難場所の案内 557 ◎

558
地下鉄・地下街等への情報
提供

地下街等、要配慮者利用施設、大規模工場等への洪水予報【はん濫
危険情報（熊谷）】等の伝達

558 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

559 洪水予報（はん濫危険情報／熊谷）の伝達 559 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
560 緊急速報メールによる洪水予報（はん濫危険情報／熊谷）の伝達 560 ◎ ○ ○
561 災害対応人員の確認・手配 配置状況の確認 561 ◎
562 体制の構築・確認 災害対策本部会議を開催 562 ◎

563 ホットラインによる連絡
河川事務所から市区へホットラインによる連絡（はん濫危険情報（熊
谷）の伝達、今後の見込み）

563 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

564 ホットラインによる状況判断 必要に応じ、河川事務所長へ助言を要請 564 ○ ◎ ◎ ◎ ◎
565 広域避難先の調整 広域避難先への連絡（市区との調整） 565 ◎

566
避難指示（緊急）の発表・伝達
（熊谷、治水橋、岩淵いずれかのはん濫危険情報に基づく）

566 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

567 状況に応じ、避難勧告の発表・伝達 567 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
568 避難準備・高齢者等避難開始の発表・伝達 568 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
569 避難勧告発表の検討 569 ◎
570 避難準備・高齢者等避難開始の発表検討 570 ◎

571 避難の呼びかけ
高台への避難の呼びかけ（HP、メールマガジン、エリアメール、テレ
ビ、ラジオ、twitter、防災行政無線、青パト等）

571 ◎

572 避難所開設の検討 572 ◎
573 自主避難所の運営 573 ◎
574 緊急避難建物の開設 574 ◎
575 災害時地域貢献建築物の受入調整 575 ◎
576 避難状況の把握 避難状況の把握 576 ◎ ○
577 避難を呼びかけ（高台または垂直） 577 ◎
578 介護保険施設に対し垂直避難を呼びかけ 578 ◎
579 区所管施設等への対応 区所管施設等への対応 避難を呼びかけ 579 ◎
580 施設・危険箇所の点検・対応 急傾斜地への対応 高台へ避難を呼びかけ 580 ◎
581 交通規制情報の収集 581 ◎

582
テレビ、ラジオ、エリアメール、独自メール、防災行政無線、情報発
信、広報車、防災無線で危険を周知

582 ◎

住民の避難対策

避難情報の発表・伝達

避難施設の開設・運営

避難行動要支援者への対応
避難行動要支援者の避難呼
びかけ

道路交通規制情報の収集・提供
道路交通規制情報の収集・
提供

レ
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ル
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険
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熊
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)

荒川下流ＴＬ運用
荒川下流ＴＬの時刻と対応状
況の共有

各種情報の提供

洪水予報の伝達
洪水予報（はん濫危険情報/
熊谷）の伝達

体制の構築・確認

ホットライン
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資料６-１　修正版　荒川下流タイムライン（拡大試行版）
時間（いつ） だれが　（情報の発表又は行動の主体：◎　情報を伝達される関係者又は行動の協力者：○）
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防災行動項目
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んでき
た防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な
防災行動項目(実施時期に幅の
ある防災行動項目は別紙参照)

細目 拡
大
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行
版
T
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京
管
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気
象
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川
下
流
河
川
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区分
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んできた防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な防災行動項目(実施時期に幅
のある防災行動項目は別紙参照)

：避難準備・高齢者等避難開始に関する防災行動

：避難勧告に関する防災行動

：避難指示(緊急)に関する防災行動

：洪水予報、水防警報の発表・伝達に関する防災行動

水位並びに気象情報・予警報

は、平成19年9月台風第9号の

降雨を想定最大規模に引き伸

ばした降雨を想定した上で設定

したものです。

・荒川下流タイムライン（拡大試行版）は、平成19年9月台風第9号の降雨を想定最大規模に引き伸ばした降雨による水災害の発生を想定

した１つのシナリオに基づいて、現時点までの検討結果を取りまとめたものである。

・本タイムラインは荒川本川の破堤を想定し、中小河川の氾濫や内水氾濫は考慮していない。

・実際の台風接近時には、台風、降雨、河川の状況等により、時間軸や災害外力が異なるため、各防災行動項目の実施に当たっては、

その都度、台風、降雨、河川の状況等を踏まえ、各機関が責任を持って判断する。

・今後、出水期の活用状況等を踏まえ、各機関それぞれが責任をもって充実・改善や拡大・深化を図っていく。

(-6H) 585 住民等への情報提供 避難方法・手段の案内、避難場所の案内 585 ◎

586
地下鉄・地下街等への情報
提供

地下街施設へ情報伝達 586 ◎ ○

587 防災組織等への情報提供
地元警察・消防、消防団、自主防災組織（町会・自治会）への避難呼
びかけ実施に関する情報提供

587 ◎ ○

588 体制の構築・確認 職員の人員確認 配置状況の確認 588 ◎
589 過去の洪水と比較等、洪水の切迫性について確認 589 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
590 必要に応じ、河川事務所長へ助言を要請 590 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
591 広域避難先の調整 広域避難先への連絡（市区との調整） 591 ◎
592 避難準備・高齢者等避難開始の発表・伝達 592 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
593 避難勧告発表の検討 593 ◎

594 避難の呼びかけ
高台への避難の呼びかけ（HP、メールマガジン、エリアメール、テレ
ビ、ラジオ、twitter、防災行政無線、青パト等）

594 ◎

595 避難所等の開設・運営 595 ◎
596 避難所開設の情報提供 596 ◎ ○
597 自主避難所の運営 597 ◎
598 緊急避難建物の開設 598 ◎
599 災害時地域貢献建築物の受入調整 599 ◎
600 高齢者等要配慮者・要配慮者施設に対する避難情報の伝達 600 ◎ ○
601 高齢者等要配慮者の避難実施 601 ◎ ◎
602 避難を呼びかけ（高台または垂直） 602 ◎
603 介護保険施設に対し垂直避難を呼びかけ 603 ◎
604 区所管施設等への対応 区所管施設等への対応 避難を呼びかけ 604 ◎
605 施設・危険箇所の点検・対応 急傾斜地への対応 高台へ避難を呼びかけ 605 ◎

606 重要施設の浸水対策
重要施設・設備等の浸水防
止対策

京成本線荒川橋梁及び四つ木橋に積土のう 606 ◎

607 交通規制情報の収集 607 ◎

608
テレビ、ラジオ、エリアメール、独自メール、防災行政無線、情報発
信、広報車、防災無線で危険を周知

608 ◎

避難行動要支援者の避難呼
びかけ

道路交通規制情報の収集・提供
道路交通規制情報の収集・
提供
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上
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各種情報の提供

ホットライン ホットラインによる状況判断

住民の避難対策

避難情報の発表・伝達

避難施設の開設・運営

要配慮者の避難対策

避難行動要支援者への対応
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資料６-１　修正版　荒川下流タイムライン（拡大試行版）
時間（いつ） だれが　（情報の発表又は行動の主体：◎　情報を伝達される関係者又は行動の協力者：○）
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防災行動項目
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んでき
た防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な
防災行動項目(実施時期に幅の
ある防災行動項目は別紙参照)

細目 拡
大
試
行
版
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京
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気
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川
下
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区分
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んできた防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な防災行動項目(実施時期に幅
のある防災行動項目は別紙参照)

：避難準備・高齢者等避難開始に関する防災行動

：避難勧告に関する防災行動

：避難指示(緊急)に関する防災行動

：洪水予報、水防警報の発表・伝達に関する防災行動

水位並びに気象情報・予警報

は、平成19年9月台風第9号の

降雨を想定最大規模に引き伸

ばした降雨を想定した上で設定

したものです。

・荒川下流タイムライン（拡大試行版）は、平成19年9月台風第9号の降雨を想定最大規模に引き伸ばした降雨による水災害の発生を想定

した１つのシナリオに基づいて、現時点までの検討結果を取りまとめたものである。

・本タイムラインは荒川本川の破堤を想定し、中小河川の氾濫や内水氾濫は考慮していない。

・実際の台風接近時には、台風、降雨、河川の状況等により、時間軸や災害外力が異なるため、各防災行動項目の実施に当たっては、

その都度、台風、降雨、河川の状況等を踏まえ、各機関が責任を持って判断する。

・今後、出水期の活用状況等を踏まえ、各機関それぞれが責任をもって充実・改善や拡大・深化を図っていく。

-4H 609 荒川下流ＴＬ上のレベル（及び目安の時刻）を設定 609 ◎ ◎
610 関係者へ伝達 610 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
611 外部への広報（HP、twitter) 611 ◎
612 対応状況の共有（取り組んだこと、見送ったこと） 612 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
617 住民等への情報提供 避難方法・手段の案内、避難場所の案内 617 ◎

618
地下鉄・地下街等への情報
提供

地下街等、要配慮者利用施設、大規模工場等への洪水予報【はん濫
警戒情報（治水橋）】等の伝達

618 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

619 洪水予報の伝達
洪水予報（はん濫警戒情報/
治水橋）の伝達

洪水予報（はん濫警戒情報／治水橋）の伝達 619 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

620 体制の構築・確認 災害対応人員の確認・手配 配置状況の確認 620 ◎
621 過去の洪水と比較等、洪水の切迫性について確認 621 ○ ◎ ◎ ◎
622 必要に応じ、河川事務所長へ助言を要請 622 ○ ◎ ◎ ◎ ◎
623 河川事務所長へリエゾンの派遣を依頼 623 ○ ◎ ◎ ◎
624 広域避難先の調整 広域避難先への連絡（市区との調整） 624 ◎

625
避難勧告の発表・伝達
（熊谷、治水橋、岩淵いずれかのはん濫警戒情報に基づく）

625 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

626 避難準備・高齢者等避難開始の発表・伝達 626 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
627 避難勧告発表の検討 627 ◎
628 避難準備・高齢者等避難開始の発表検討 628 ◎

629 避難の呼びかけ
高台への避難の呼びかけ（HP、メールマガジン、エリアメール、テレ
ビ、ラジオ、twitter、防災行政無線、青パト等）

629 ◎

630
治水橋で避難判断水位を越えたことを踏まえた区外への避難勧告の
発表・伝達

630 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

631
治水橋で避難判断水位を越えたことを踏まえた区外への避難勧告の
収集・確認

631 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

632 自主避難所の運営 632 ◎
633 緊急避難建物の開設 633 ◎
634 災害時地域貢献建築物の受入調整 634 ◎
635 避難状況の把握 避難状況の把握 635 ◎ ○
636 避難を呼びかけ（高台または垂直） 636 ◎
637 介護保険施設に対し垂直避難を呼びかけ 637 ◎
638 区所管施設等への対応 区所管施設等への対応 避難を呼びかけ 638 ◎
639 施設・危険箇所の点検・対応 急傾斜地への対応 高台へ避難を呼びかけ 639 ◎
640 交通規制情報の収集 640 ◎

641
テレビ、ラジオ、エリアメール、独自メール、防災行政無線、情報発
信、広報車、防災無線で危険を周知

641 ◎

荒川下流ＴＬ運用
荒川下流ＴＬの時刻と対応状
況の共有

各種情報の提供

ホットライン ホットラインによる状況判断

道路交通規制情報の収集・提供
道路交通規制情報の収集・
提供

レ
ベ
ル
２

は
ん
濫
警
戒
情
報

(

治
水
橋

)

住民の避難対策

避難情報の発表・伝達

治水橋で避難判断水位を越
えたことを踏まえた区外への
避難勧告発表

避難施設の開設・運営

避難行動要支援者への対応
避難行動要支援者の避難呼
びかけ
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資料６-１　修正版　荒川下流タイムライン（拡大試行版）
時間（いつ） だれが　（情報の発表又は行動の主体：◎　情報を伝達される関係者又は行動の協力者：○）
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防災行動項目
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んでき
た防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な
防災行動項目(実施時期に幅の
ある防災行動項目は別紙参照)

細目 拡
大
試
行
版
T
L
N
o

東
京
管
区
気
象
台

荒
川
下
流
河
川
事
務
所

A 警
視
庁

(

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

)

区分
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んできた防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な防災行動項目(実施時期に幅
のある防災行動項目は別紙参照)

：避難準備・高齢者等避難開始に関する防災行動

：避難勧告に関する防災行動

：避難指示(緊急)に関する防災行動

：洪水予報、水防警報の発表・伝達に関する防災行動

水位並びに気象情報・予警報

は、平成19年9月台風第9号の

降雨を想定最大規模に引き伸

ばした降雨を想定した上で設定

したものです。

・荒川下流タイムライン（拡大試行版）は、平成19年9月台風第9号の降雨を想定最大規模に引き伸ばした降雨による水災害の発生を想定

した１つのシナリオに基づいて、現時点までの検討結果を取りまとめたものである。

・本タイムラインは荒川本川の破堤を想定し、中小河川の氾濫や内水氾濫は考慮していない。

・実際の台風接近時には、台風、降雨、河川の状況等により、時間軸や災害外力が異なるため、各防災行動項目の実施に当たっては、

その都度、台風、降雨、河川の状況等を踏まえ、各機関が責任を持って判断する。

・今後、出水期の活用状況等を踏まえ、各機関それぞれが責任をもって充実・改善や拡大・深化を図っていく。

-3H 642 荒川下流ＴＬ上のレベル（及び目安の時刻）を設定 642 ◎ ◎
643 関係者へ伝達 643 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
644 外部への広報（HP、twitter) 644 ◎
645 対応状況の共有（取り組んだこと、見送ったこと） 645 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
650 住民等への情報提供 避難方法・手段の案内、避難場所の案内 650 ◎
651 要配慮者施設への情報提供 要配慮者施設へ情報伝達 651 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

652
地下鉄・地下街等への情報
提供

地下街等、要配慮者利用施設、大規模工場等への洪水予報【はん濫
警戒情報（岩淵）】等の伝達

652 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

653 洪水予報の伝達
洪水予報(はん濫警戒情報/
岩淵)の伝達

洪水予報(はん濫警戒情報／岩淵)の伝達 653 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

654 災害対応人員の確認・手配 配置状況の確認 654 ◎
655 リエゾン派遣要請・派遣・受け入れ 655 ◎
656 防災エキスパートの派遣 656 ◎
657 災害体制の確認・発令・移行 657 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎
658 災害対策会議の開催 658 ◎ ◎
659 活動拠点の移転・機能確保 活動拠点の移転・機能確保 浸水危険庁舎の活動拠点の移転・機能確保 659 ◎

660 ホットラインによる連絡
河川事務所から市区へホットラインによる連絡（はん濫警戒情報（岩
淵）の伝達、今後の見込み）

660 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

661 過去の洪水と比較等、洪水の切迫性について確認 661 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
662 必要に応じ、河川事務所長へ助言を要請 662 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
663 河川事務所長へリエゾンの派遣を依頼 663 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
664 荒川下流河川事務所へ災害対策機械の提供等の支援要請 664 ◎
665 広域避難先の調整 広域避難先への連絡（市区との調整） 665 ◎ ◎
666 垂直避難勧告の発表・伝達（対応方針） 666 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
667 避難勧告の発表・伝達 667 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

668
避難勧告の発表・伝達
（熊谷、治水橋、岩淵いずれかのはん濫警戒情報に基づく）

668 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

669 避難勧告の発表・伝達 669 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
670 避難準備・高齢者等避難開始の発表・伝達 670 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
671 避難準備・高齢者等避難開始の発表検討 671 ◎
672 報道機関に対する避難情報の報道協力依頼 672 ◎ ◎ ◎

673 避難の呼びかけ
高台への避難の呼びかけ（HP、メールマガジン、エリアメール、テレ
ビ、ラジオ、twitter、防災行政無線、青パト等）

673 ◎ ◎

674 避難の実施 避難の実施 674 ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

675
家屋倒壊危険ゾーンに対する
避難指示（緊急）の発表・伝
達

家屋倒壊危険ゾーンに対する避難指示（緊急）（退避）の発表・伝達 675 ◎ ◎ ○ ○ ○

676 避難方法の追加を周知
高台への避難及び垂直避難の呼びかけ（HP、メールマガジン、エリア
メール、テレビ、ラジオ、twitter、屋外スピーカー、青パト等）

676 ◎

677 自主避難所の運営 677 ◎
678 避難所の開設 678 ◎
679 緊急避難建物の開設 679 ◎
680 災害時地域貢献建築物の受入調整 680 ◎
681 避難所の運営 681 ◎ ◎ ◎ ◎
682 避難状況の把握 避難状況の把握 682 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
683 避難者への対応 市外避難者への職員派遣 683 ◎
684 避難を呼びかけ（高台または垂直） 684 ◎ ◎
685 介護保険施設に対し垂直避難を呼びかけ 685 ◎ ◎
686 区所管施設等への対応 区所管施設等への対応 避難を呼びかけ 686 ◎ ◎
687 施設・危険箇所の点検・対応 急傾斜地への対応 高台へ避難を呼びかけ 687 ◎ ◎
688 河川状況の把握 河川状況の把握 河川状況の把握と自機関内での情報共有 688 ◎
689 避難情報の伝達 689 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
690 地下施設利用者への周辺避難場所の広報 690 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
691 交通規制情報の収集 691 ◎

692
テレビ、ラジオ、エリアメール、独自メール、防災行政無線、情報発
信、広報車、防災無線で危険を周知

692 ◎

693 自衛隊等の派遣要請 自衛隊等へ派遣要請検討 693 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
694 交通規制等 状況に応じた交通規制の実施及び交通規制情報の共有 694 ○ ◎
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荒川下流ＴＬ運用
荒川下流ＴＬの時刻と対応状
況の共有

各種情報の提供

体制の構築・確認
応援体制の確認・手配

体制の構築・確認

ホットライン
ホットラインによる状況判断

住民の避難対策

避難情報の発表・伝達

避難施設の開設・運営

避難行動要支援者への対応
避難行動要支援者の避難呼
びかけ

地下鉄・地下街等の避難対策
地下施設における避難の確
認・事前準備

道路交通規制情報の収集・提供
道路交通規制情報の収集・
提供

氾濫発生に備えた対策
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資料６-１　修正版　荒川下流タイムライン（拡大試行版）
時間（いつ） だれが　（情報の発表又は行動の主体：◎　情報を伝達される関係者又は行動の協力者：○）
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防災行動項目
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んでき
た防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な
防災行動項目(実施時期に幅の
ある防災行動項目は別紙参照)
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【凡例】
■黒字：これまでも取り組んできた防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な防災行動項目(実施時期に幅
のある防災行動項目は別紙参照)

：避難準備・高齢者等避難開始に関する防災行動

：避難勧告に関する防災行動

：避難指示(緊急)に関する防災行動

：洪水予報、水防警報の発表・伝達に関する防災行動

水位並びに気象情報・予警報

は、平成19年9月台風第9号の

降雨を想定最大規模に引き伸

ばした降雨を想定した上で設定

したものです。

・荒川下流タイムライン（拡大試行版）は、平成19年9月台風第9号の降雨を想定最大規模に引き伸ばした降雨による水災害の発生を想定

した１つのシナリオに基づいて、現時点までの検討結果を取りまとめたものである。

・本タイムラインは荒川本川の破堤を想定し、中小河川の氾濫や内水氾濫は考慮していない。

・実際の台風接近時には、台風、降雨、河川の状況等により、時間軸や災害外力が異なるため、各防災行動項目の実施に当たっては、

その都度、台風、降雨、河川の状況等を踏まえ、各機関が責任を持って判断する。

・今後、出水期の活用状況等を踏まえ、各機関それぞれが責任をもって充実・改善や拡大・深化を図っていく。

695 荒川下流ＴＬ上のレベル（及び目安の時刻）を設定 695 ◎ ◎
696 関係者へ伝達 696 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
697 外部への広報（HP、twitter) 697 ◎
698 対応状況の共有（取り組んだこと、見送ったこと） 698 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
703 住民等への情報提供 避難方法・手段の案内 703 ◎

704
地下鉄・地下街等への情報
提供

地下街等、要配慮者利用施設、大規模工場等への洪水予報【はん濫
危険情報（治水橋）】等の伝達

704 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

705 洪水予報（はん濫危険情報／治水橋）の伝達 705 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
706 緊急速報メールによる洪水予報（はん濫危険情報／治水橋）の伝達 706 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
707 体制の構築・確認 災害対応人員の確認・手配 配置状況の確認 707 ◎

708 ホットラインによる連絡
河川事務所から市区へホットラインによる連絡（はん濫危険情報（治
水橋）の伝達、今後の見込み）

708 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

709 必要に応じ、河川事務所長へ助言を要請 709 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

710
状況に応じて、リエゾンを通じ、河川事務所に災害対策機械の派遣な
どの支援を要請

710 ○ ◎ ◎

711 氾濫シミュレーションの結果等を確認し、避難指示（緊急）を発表 711 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
712 広域避難先の調整 広域避難先への連絡（市区との調整） 712 ◎

713
避難指示（緊急）の発表・伝達
（熊谷、治水橋、岩淵いずれかのはん濫危険情報に基づく）

713 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

714 避難勧告又は指示（緊急）の発表・伝達 714 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
715 避難準備・高齢者等避難開始の発表・伝達 715 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
716 避難指示（緊急）発表の検討 716 ◎

717 避難の呼びかけ
高台避難の呼びかけ（HP、メールマガジン、エリアメール、テレビ、ラ
ジオ、twitter、防災行政無線、青パト等）

717 ◎

718 避難の開始 鉄道駅社員の避難開始 718 ◎ ◎ ◎
719 自主避難所の運営 719 ◎
720 緊急避難建物の開設 720 ◎
721 災害時地域貢献建築物の受入調整 721 ◎
722 避難状況の把握 避難状況の把握 722 ◎ ○
723 避難を呼びかけ（高台または垂直） 723 ◎
724 介護保険施設に対し垂直避難を呼びかけ 724 ◎
725 区所管施設等への対応 区所管施設等への対応 避難を呼びかけ 725 ◎
726 施設・危険箇所の点検・対応 急傾斜地への対応 高台へ避難を呼びかけ 726 ◎

レ
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報
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)

-1H

荒川下流ＴＬ運用
荒川下流ＴＬの時刻と対応状
況の共有

各種情報の提供

洪水予報の伝達
洪水予報（はん濫危険情報/
治水橋）の伝達

ホットライン
ホットラインによる状況判断

住民の避難対策

避難情報の発表・伝達

避難施設の開設・運営

避難行動要支援者への対応
避難行動要支援者の避難支
援
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資料６-１　修正版　荒川下流タイムライン（拡大試行版）
時間（いつ） だれが　（情報の発表又は行動の主体：◎　情報を伝達される関係者又は行動の協力者：○）
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防災行動項目
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んでき
た防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な
防災行動項目(実施時期に幅の
ある防災行動項目は別紙参照)
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【凡例】
■黒字：これまでも取り組んできた防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な防災行動項目(実施時期に幅
のある防災行動項目は別紙参照)

：避難準備・高齢者等避難開始に関する防災行動

：避難勧告に関する防災行動

：避難指示(緊急)に関する防災行動

：洪水予報、水防警報の発表・伝達に関する防災行動

水位並びに気象情報・予警報

は、平成19年9月台風第9号の

降雨を想定最大規模に引き伸

ばした降雨を想定した上で設定

したものです。

・荒川下流タイムライン（拡大試行版）は、平成19年9月台風第9号の降雨を想定最大規模に引き伸ばした降雨による水災害の発生を想定

した１つのシナリオに基づいて、現時点までの検討結果を取りまとめたものである。

・本タイムラインは荒川本川の破堤を想定し、中小河川の氾濫や内水氾濫は考慮していない。

・実際の台風接近時には、台風、降雨、河川の状況等により、時間軸や災害外力が異なるため、各防災行動項目の実施に当たっては、

その都度、台風、降雨、河川の状況等を踏まえ、各機関が責任を持って判断する。

・今後、出水期の活用状況等を踏まえ、各機関それぞれが責任をもって充実・改善や拡大・深化を図っていく。

727 荒川下流ＴＬ上のレベル（及び目安の時刻）を設定 727 ◎ ◎
728 関係者へ伝達 728 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
729 外部への広報（HP、twitter) 729 ◎
730 対応状況の共有（取り組んだこと、見送ったこと） 730 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
735 防災行政無線等により避難指示（緊急）発表を周知 735 ◎ ◎
736 避難方法・手段の案内 736 ◎ ◎

737
地下鉄・地下街等への情報
提供

地下街等、要配慮者利用施設、大規模工場等への洪水予報【はん濫
警戒情報（岩淵）】等の伝達

737 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

738 洪水予報（はん濫危険情報／岩淵）の伝達 738 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
739 緊急速報メールによる洪水予報（はん濫危険情報／岩淵）の伝達 739 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
740 災害対応人員の確認・手配 配置状況の確認 740 ◎
741 災害体制の確認・発令・移行 741 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎
742 災害対策会議の開催 742 ◎

743 ホットラインによる連絡
河川事務所から市区へホットラインによる連絡（はん濫危険情報（岩
淵）の伝達、今後の見込み）

743 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

744 必要に応じ、河川事務所長へ助言を要請 744 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

745
状況に応じて、リエゾンを通じ、河川事務所に災害対策機械の派遣な
どの支援を要請

745 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

746 氾濫シミュレーションの結果等を確認し、避難指示（緊急）を発表 746 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
747 緊急避難指示（広域避難）の発表・伝達（対応方針） 747 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

748
避難指示（緊急）の発表・伝達
（熊谷、治水橋、岩淵いずれかのはん濫危険情報に基づく）

748 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

749 避難指示（緊急）の発表・伝達 749 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
750 避難指示（緊急）の発表・伝達 750 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
751 避難勧告又は避難指示（緊急）の発表・伝達 751 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
752 避難勧告の発表・伝達 752 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
753 避難準備・高齢者等避難開始の発表・伝達 753 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
754 避難の呼びかけ 避難方法の切替を周知（高台避難→垂直避難） 754 ◎ ◎
755 自主避難所の運営 755 ◎
756 緊急避難建物の開設 756 ◎
757 災害時地域貢献建築物の受入調整 757 ◎
758 避難状況の把握 避難状況の把握 758 ◎ ◎ ○
759 避難方法の切替を周知（高台避難→垂直避難） 759 ◎
760 介護保険施設に対し垂直避難を呼びかけ 760 ◎
761 区所管施設等への対応 区所管施設等への対応 垂直避難を呼びかけ 761 ◎ ◎
762 施設・危険箇所の点検・対応 急傾斜地への対応 高台へ避難を呼びかけ 762 ◎

763
協力機関への出動待機の要
請

協力機関への出動待機の要請 763 ◎

764
排水機場の運転停止、排水
機場の運転調整の開始水位
に到達した旨の通知

排水機場の運転停止、排水機場の運転調整の開始水位に到達した
旨の通知

764 ◎ ◎

765 河川周辺地域における活動の中止 765 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
766 危険箇所等からの退避（施設操作者、現場作業者等含む） 766 ◎ ◎ ◎ ◎
767 記者会見の準備 記者会見の準備 767 ◎

768 浸水危険地域内の住民等へ垂直避難のアナウンス 768 ◎ ◎

769 浸水危険地域内の住民等へ垂直避難の伝達 769 ◎ ◎ ◎ ○
770 医療救護所の準備・設置 770 ◎ ◎ ◎
771 氾濫の可能性を考えたヘリによる状況把握のための巡視 771 ◎
772 危険箇所の状況把握（CCTV、テレメータ水位、現地巡視） 772 ◎
773 職員の安全確保 浸水想定区域内の職員の避難実施 773 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
774 浸水想定区間(地下・地上)からの災害対策用車両の退避 774 ◎
775 浸水想定区域内の職員の避難実施 775 ◎ ◎
776 出入口の閉鎖・施錠、止水措置の完了 776 ◎ ◎
777 避難状況の確認・伝達 777 ◎ ◎
778 交通規制等 状況に応じた交通規制の実施及び交通規制情報の共有 778 ◎

荒川下流ＴＬの時刻と対応状
況の共有

各種情報の提供
住民等への情報提供

洪水予報の伝達
洪水予報（はん濫危険情報/
岩淵）の伝達

体制の構築・確認
体制の構築・確認

荒川下流ＴＬ運用

ホットライン
ホットラインによる状況判断

住民の避難対策

避難情報の発表・伝達

避難施設の開設・運営

避難行動要支援者への対応
避難行動要支援者の避難呼
びかけ
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氾濫発生に備えた対策

安全確保のための行動

逃げ遅れた方への対応、垂
直避難の実施

状況の確認・巡視

浸水想定区域内における職
員の避難
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資料６-１　修正版　荒川下流タイムライン（拡大試行版）
時間（いつ） だれが　（情報の発表又は行動の主体：◎　情報を伝達される関係者又は行動の協力者：○）

レ
ベ
ル

水位
（洪
水予
報
等）

気象
情
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予警
報

目安の
時刻

拡
大
試
行
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本
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(
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ザ
ー
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(
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ザ
ー
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)

関係機関

何を
B C D 東京都 埼

玉
県
 

県
土
整
備
部

防災行動項目
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んでき
た防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な
防災行動項目(実施時期に幅の
ある防災行動項目は別紙参照)

細目 拡
大
試
行
版
T
L
N
o

東
京
管
区
気
象
台

荒
川
下
流
河
川
事
務
所

A 警
視
庁

(

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

)

区分
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んできた防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な防災行動項目(実施時期に幅
のある防災行動項目は別紙参照)

：避難準備・高齢者等避難開始に関する防災行動

：避難勧告に関する防災行動

：避難指示(緊急)に関する防災行動

：洪水予報、水防警報の発表・伝達に関する防災行動

水位並びに気象情報・予警報

は、平成19年9月台風第9号の

降雨を想定最大規模に引き伸

ばした降雨を想定した上で設定

したものです。

・荒川下流タイムライン（拡大試行版）は、平成19年9月台風第9号の降雨を想定最大規模に引き伸ばした降雨による水災害の発生を想定

した１つのシナリオに基づいて、現時点までの検討結果を取りまとめたものである。

・本タイムラインは荒川本川の破堤を想定し、中小河川の氾濫や内水氾濫は考慮していない。

・実際の台風接近時には、台風、降雨、河川の状況等により、時間軸や災害外力が異なるため、各防災行動項目の実施に当たっては、

その都度、台風、降雨、河川の状況等を踏まえ、各機関が責任を持って判断する。

・今後、出水期の活用状況等を踏まえ、各機関それぞれが責任をもって充実・改善や拡大・深化を図っていく。

YH 779 荒川下流ＴＬ上のレベル（及び目安の時刻）を設定 779 ◎ ◎
780 関係者へ伝達 780 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
781 外部への広報（HP、twitter) 781 ◎
782 対応状況の共有（取り組んだこと、見送ったこと） 782 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
787 防災行政無線等により避難指示（緊急）発表を周知 787 ◎
788 避難方法・手段の案内 788 ◎
789 体制の構築・確認 災害対応人員の確認・手配 配置状況の確認 789 ◎
790 氾濫シミュレーションの結果等を確認し、避難指示（緊急）を発表 790 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
791 リエゾンを通じ、必要な支援を要請 791 ◎

792
垂直避難の呼びかけ（HP、メールマガジン、エリアメール、テレビ、ラ
ジオ、twitter、防災行政無線、青パト等）

792 ◎ ○

793 全区民へ生命を守る行動をとるよう呼びかけ 793 ◎
794 自主避難所の運営 794 ◎
795 緊急避難建物の開設 795 ◎
796 災害時地域貢献建築物の受入調整 796 ◎
797 避難状況の把握 避難状況の把握 797 ◎ ○
798 垂直避難を呼びかけ 798 ◎
799 介護保険施設に対し垂直避難を呼びかけ 799 ◎
800 区所管施設等への対応 区所管施設等への対応 垂直避難を呼びかけ 800 ◎
801 施設・危険箇所の点検・対応 急傾斜地への対応 高台へ避難を呼びかけ 801 ◎

レ
ベ
ル
４

岩
淵
水
門

（
上

）
の
水
位
が
計
画
高
水
位
に
達
す

る
恐
れ

荒川下流ＴＬ運用
荒川下流ＴＬの時刻と対応状
況の共有

各種情報の提供 住民等への情報提供

ホットライン ホットラインによる状況判断

住民の避難対策

避難の呼びかけ

避難施設の開設・運営

避難行動要支援者への対応
避難行動要支援者の避難呼
びかけ
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資料６-１　修正版　荒川下流タイムライン（拡大試行版）
時間（いつ） だれが　（情報の発表又は行動の主体：◎　情報を伝達される関係者又は行動の協力者：○）

レ
ベ
ル

水位
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水予
報
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何を
B C D 東京都 埼
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防災行動項目
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んでき
た防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な
防災行動項目(実施時期に幅の
ある防災行動項目は別紙参照)

細目 拡
大
試
行
版
T
L
N
o

東
京
管
区
気
象
台

荒
川
下
流
河
川
事
務
所

A 警
視
庁

(

オ
ブ
ザ
ー

バ
ー

)

区分
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んできた防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な防災行動項目(実施時期に幅
のある防災行動項目は別紙参照)

：避難準備・高齢者等避難開始に関する防災行動

：避難勧告に関する防災行動

：避難指示(緊急)に関する防災行動

：洪水予報、水防警報の発表・伝達に関する防災行動

水位並びに気象情報・予警報

は、平成19年9月台風第9号の

降雨を想定最大規模に引き伸

ばした降雨を想定した上で設定

したものです。

・荒川下流タイムライン（拡大試行版）は、平成19年9月台風第9号の降雨を想定最大規模に引き伸ばした降雨による水災害の発生を想定

した１つのシナリオに基づいて、現時点までの検討結果を取りまとめたものである。

・本タイムラインは荒川本川の破堤を想定し、中小河川の氾濫や内水氾濫は考慮していない。

・実際の台風接近時には、台風、降雨、河川の状況等により、時間軸や災害外力が異なるため、各防災行動項目の実施に当たっては、

その都度、台風、降雨、河川の状況等を踏まえ、各機関が責任を持って判断する。

・今後、出水期の活用状況等を踏まえ、各機関それぞれが責任をもって充実・改善や拡大・深化を図っていく。

XH 802 荒川下流ＴＬ上のレベル（及び目安の時刻）を設定 802 ◎ ◎
803 関係者へ伝達 803 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
804 外部への広報（HP、twitter) 804 ◎
805 対応状況の共有（取り組んだこと、見送ったこと） 805 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
810 各種情報の収集・確認 被害状況の収集 情報の収集（荒川はん濫に伴う被害状況、破堤箇所、浸水区域） 810 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎
811 住民等へのはん濫情報提供 811 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○
812 垂直避難の指示（西部地区・南部地区） 812 ◎ ○ ○ ○
813 屋外スピーカー等により避難指示（緊急）発表を周知 813 ◎ ◎
814 避難方法・手段の案内 814 ◎

815
地下鉄・地下街等への情報
提供

地下街等、要配慮者利用施設、大規模工場等への洪水予報【はん濫
発生情報】等の伝達

815 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

816 洪水予報(はん濫発生情報)の伝達 816 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

817
緊急速報メールによる洪水予報（はん濫危険情報）の伝達(熊谷の場
合)

817 ◎ ○ ○

818
緊急速報メールによる洪水予報（はん濫危険情報）の伝達(治水橋の
場合)

818 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

819
緊急速報メールによる洪水予報（はん濫発生情報）の伝達(岩淵の場
合)

819 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

820
氾濫箇所・被害状況の確認・
巡視

氾濫箇所・被害状況の確認・巡視（ヘリの要請含む） 820 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

821
今後のはん濫予測の検討・伝
達

今後のはん濫予測の検討・伝達 821 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

822 災害対応人員の確認・手配 配置状況の確認 822 ◎
823 応援体制の確認・手配 協力機関体制確認 823 ◎
824 災害体制の確認・発令・移行 824 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
825 救助体制の構築（国、東京都、他自治体等への支援要請） 825 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
826 協力機関体制確認 826 ◎
827 災害対策本部会議を開催 827 ◎

829 ホットラインによる連絡
河川事務所から市区へホットラインによる連絡（はん濫発生情報の伝
達、今後の見込み）

829 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

830
氾濫シミュレーション結果等を確認し、必要に応じ都道府県へ自衛隊
の派遣を要請

830 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

831 必要に応じ、河川事務所長へ助言を要請 831 ◎

832
状況に応じて、リエゾンを通じ、河川事務所に災害対策機械の派遣な
どの支援を要請

832 ◎

833 氾濫シミュレーションの結果等を確認し、避難指示（緊急）を発表 833 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
834 浸水の状況により必要に応じて避難指示（緊急）の発表・伝達 834 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
835 避難指示（緊急）の発表検討・伝達 835 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
836 状況に応じ、避難指示（緊急）の発表・伝達 836 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
837 避難勧告の発表・伝達 837 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
838 避難準備・高齢者等避難開始の発表・伝達（東部地域） 838 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

839 避難の呼びかけ
垂直避難の呼びかけ（HP、メールマガジン、エリアメール、テレビ、ラ
ジオ、twitter、防災行政無線、青パト等）

839 ◎ ◎ ○

840
逃げ遅れた方への対応、垂
直避難の実施

浸水危険地域内の住民等へ垂直避難のアナウンス 840 ◎ ○

841 自主避難所の運営 841 ◎
842 緊急避難建物の開設 842 ◎
843 災害時地域貢献建築物の受入調整 843 ◎
844 避難状況の把握 避難状況の把握 844 ◎ ◎ ○
845 垂直避難を呼びかけ 845 ◎ ◎
846 介護保険施設に対し垂直避難を呼びかけ 846 ◎ ◎
847 区所管施設等への対応 区所管施設等への対応 垂直避難を呼びかけ 847 ◎ ◎
848 施設・危険箇所の点検・対応 急傾斜地への対応 高台へ避難を呼びかけ 848 ◎

被害の確認・予測

体制の構築・確認
体制の構築・確認

ホットライン
ホットラインによる状況判断

避難情報の発表・伝達

避難施設の開設・運営

荒川下流ＴＬ運用
荒川下流ＴＬの時刻と対応状
況の共有

各種情報の提供
住民等への情報提供

洪水予報の伝達
洪水予報（はん濫発生情報）
の伝達

避難行動要支援者への対応
避難行動要支援者の避難呼
びかけ

レ
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ル
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発
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荒
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下
流
で
破
堤
は
ん
濫
が
発
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住民の避難対策
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資料６-１　修正版　荒川下流タイムライン（拡大試行版）
時間（いつ） だれが　（情報の発表又は行動の主体：◎　情報を伝達される関係者又は行動の協力者：○）
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防災行動項目
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んでき
た防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な
防災行動項目(実施時期に幅の
ある防災行動項目は別紙参照)
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【凡例】
■黒字：これまでも取り組んできた防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な防災行動項目(実施時期に幅
のある防災行動項目は別紙参照)

：避難準備・高齢者等避難開始に関する防災行動

：避難勧告に関する防災行動

：避難指示(緊急)に関する防災行動

：洪水予報、水防警報の発表・伝達に関する防災行動

水位並びに気象情報・予警報

は、平成19年9月台風第9号の

降雨を想定最大規模に引き伸

ばした降雨を想定した上で設定

したものです。

・荒川下流タイムライン（拡大試行版）は、平成19年9月台風第9号の降雨を想定最大規模に引き伸ばした降雨による水災害の発生を想定

した１つのシナリオに基づいて、現時点までの検討結果を取りまとめたものである。

・本タイムラインは荒川本川の破堤を想定し、中小河川の氾濫や内水氾濫は考慮していない。

・実際の台風接近時には、台風、降雨、河川の状況等により、時間軸や災害外力が異なるため、各防災行動項目の実施に当たっては、

その都度、台風、降雨、河川の状況等を踏まえ、各機関が責任を持って判断する。

・今後、出水期の活用状況等を踏まえ、各機関それぞれが責任をもって充実・改善や拡大・深化を図っていく。

849 記者発表の実施 記者発表の実施 849 ◎
850 自衛隊派遣要請・受け入れ 850 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
851 他地方公共団体応援要請 851 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
852 災害救助法適用申請 852 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
853 テックフォース派遣依頼・派遣・受け入れ 853 ◎
854 破堤箇所・浸水区域の情報把握 854 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
855 道路通行止めが必要となった場合の情報共有 855 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
856 道路通行止めの開始 856 ◎ ◎ ◎ ◎

857
破堤後の道路交通状況の把
握

通行止めや交通規制情報の把握（応急対策・復旧方針検討のため） 857 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

858 対策工法の検討 対策工法の検討 858 ◎
859 停電情報・エリア・復旧見込みの共有と把握 859 ○ ◎ ○
860 電力供給継続努力と停電範囲最少化の対策 860 ◎
861 安全確保のための電力供給停止 861 ◎
862 重要機関への優先電力供給 862 ◎
863 停電情報・エリア・復旧見込みの共有と把握 863 ○ ○ ○ ◎ ○
864 交通規制等 状況に応じた交通規制の実施及び交通規制情報の共有 864 ○ ◎

865
今後の運行状況に関する情
報の伝達・収集

今後の運行状況に関する情報の伝達・収集 865 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

(X1H)
866 被害の予測

今後のはん濫予測の検討・伝
達

今後のはん濫予測の検討・伝達 866 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

867 被害情報の伝達・収集 867 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
868 記者発表の実施 868 ◎
869 テックフォース活動の実施 869 ◎
870 対策工法検討 870 ◎
871 排水対策の検討 871 ◎
872 排水ポンプ車の手配 872 ◎
873 水に弱い電気設備等の保全 873 ◎ ◎
874 避難所の運営 生活物資の調達、救援物資の調達・配布 874 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
875 被災状況の確認 ヘリによる被災状況の確認 875 ◎ ◎ ◎
876 各種情報の収集・確認 被害状況の確認 浸水等の被害状況の情報収集・確認 876 ◎
877 各種情報の提供 住民等への情報提供 避難方法・手段の案内 877 ◎
878 参集状況の確認 878 ◎
879 配置状況の確認 879 ◎ ◎ ◎
880 実動機関と連絡調整 自衛隊、警察、消防へ救助要請、救助要請情報の提供 880 ◎ ◎ ○ ○
881 協力機関との情報共有 対応状況の把握 881 ◎ ◎
882 避難勧告の発表・伝達（東部地域） 882 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

状況に応じ、避難指示（緊急）の発表・伝達 ○ ◎

883 避難の呼びかけ
逃げ遅れ避難者に対し、垂直避難の呼びかけ（HP、メールマガジン、
エリアメール、テレビ、ラジオ、twitter、防災行政無線、青パト等）（継
続）

883 ◎ ◎ ○

884 自主避難所の運営 884 ◎
885 緊急避難建物の開設 885 ◎
886 災害時地域貢献建築物の受入調整 886 ◎
887 避難状況の把握 避難状況の把握 887 ◎ ◎ ○
888 垂直避難を呼びかけ 888 ◎ ◎
889 介護保険施設に対し垂直避難を呼びかけ 889 ◎ ◎
890 区所管施設等への対応 区所管施設等への対応 垂直避難を呼びかけ 890 ◎ ◎
891 施設・危険箇所の点検・対応 急傾斜地への対応 高台へ避難を呼びかけ 891 ◎
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氾濫発生に伴う対策

広域支援・連携の要請

外水氾濫に伴う道路通行止
め措置

電力供給・停電の把握

避難行動要支援者の避難呼
びかけ

破
堤
は
ん
濫
に
よ
る
浸
水
域
の
拡
大

氾濫拡大に対する対策

被害情報の発表・伝達・収集

応急・復旧対策の検討

体制の構築・確認
災害対応人員の確認・手配

住民の避難対策

避難情報の発表・伝達

避難施設の開設・運営

避難行動要支援者への対応
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資料６-１　修正版　荒川下流タイムライン（拡大試行版）
時間（いつ） だれが　（情報の発表又は行動の主体：◎　情報を伝達される関係者又は行動の協力者：○）
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防災行動項目
【凡例】
■黒字：これまでも取り組んでき
た防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な
防災行動項目(実施時期に幅の
ある防災行動項目は別紙参照)

細目 拡
大
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行
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【凡例】
■黒字：これまでも取り組んできた防災行動項目
■青字：引き続き検討が必要な防災行動項目(実施時期に幅
のある防災行動項目は別紙参照)

：避難準備・高齢者等避難開始に関する防災行動

：避難勧告に関する防災行動

：避難指示(緊急)に関する防災行動

：洪水予報、水防警報の発表・伝達に関する防災行動

水位並びに気象情報・予警報

は、平成19年9月台風第9号の

降雨を想定最大規模に引き伸

ばした降雨を想定した上で設定

したものです。

・荒川下流タイムライン（拡大試行版）は、平成19年9月台風第9号の降雨を想定最大規模に引き伸ばした降雨による水災害の発生を想定

した１つのシナリオに基づいて、現時点までの検討結果を取りまとめたものである。

・本タイムラインは荒川本川の破堤を想定し、中小河川の氾濫や内水氾濫は考慮していない。

・実際の台風接近時には、台風、降雨、河川の状況等により、時間軸や災害外力が異なるため、各防災行動項目の実施に当たっては、

その都度、台風、降雨、河川の状況等を踏まえ、各機関が責任を持って判断する。

・今後、出水期の活用状況等を踏まえ、各機関それぞれが責任をもって充実・改善や拡大・深化を図っていく。

892 被害の予測
今後のはん濫予測の検討・伝
達

今後のはん濫予測の検討・伝達 892 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

893 各種情報の収集・確認 被害状況の確認 浸水等の被害状況の情報収集・確認 893 ◎ ◎ ◎
894 各種情報の提供 住民等への情報提供 広報（ＨＰ、メール等） 894 ◎ ◎ ◎
895 体制の構築・確認 災害対応人員の確認・手配 配置状況の確認 895 ◎ ◎
896 自主避難所の運営 896 ◎
897 緊急避難建物の開設 897 ◎
898 災害時地域貢献建築物の受入調整 898 ◎
899 避難状況の把握 避難状況の把握 899 ◎ ◎ ○
900 施設・危険箇所の点検・対応 急傾斜地への対応 高台へ避難を呼びかけ 900 ◎
901 対策工法の着手 901 ◎
902 排水対策の着手 902 ◎
903 長期避難者のための物資輸送、医療福祉サービスの提供体制の確 903 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

904
避難の長期化に備えた被災後の週間予報、短期予報等による情報
提供

904 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

905 排水機場の運転再開 905 ◎ ◎ ◎
906 排水ポンプ車による排水作業等の浸水被害軽減対策の実施 906 ◎
907 交通規制の実施 907 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎
908 冠水・停電等による信号機の滅灯対策の実施 908 ◎
909 滅灯信号機の復旧と交通整理の実施 909 ◎
910 交通規制情報の共有 910 ○
911 被災地域の警戒活動、各種相談対応の実施 911 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○
912 災害に乗じた犯罪の予防及び取締り 912 ◎ ○ ◎
913 排水ポンプなどによる排水作業開始 913 ◎ ◎
914 管内の巡回、点検、損傷調査の実施 914 ◎ ◎
915 施設、設備の応急復旧作業の開始 915 ◎ ◎
916 浸水域の排水対策の実施 ゼロメートル地帯の排水対策の実施 916 ◎
917 感染症予防・保健衛生 917 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
918 災害廃棄物処理 918 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
919 市街地における土砂・汚泥の除去 919 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
920 放置車両の撤去（災対法適用の場合） 920 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
921 障害物等の撤去 921 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
922 道路・橋梁等応急復旧 922 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
923 ボランティアの受け入れ・管理 923 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○
924 り災証明の発行 924 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
925 福祉避難所開設、検討、指示 925 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○
926 被害状況の確認 浸水等の被害状況の情報収集・確認 926 ◎ ◎ ◎
927 体制の構築・確認 災害対応人員の確認・手配 配置状況の確認 927 ◎ ◎
928 各種情報の収集・確認 被害状況の確認 浸水等の被害状況の情報収集・確認 928 ◎ ◎
929 各種情報の提供 住民等への情報提供 被害状況等の提供 929 ◎ ◎
930 自主避難所の運営 930 ◎
931 緊急避難建物の閉鎖 931 ◎
932 災害時地域貢献建築物の閉鎖 932 ◎
933 避難状況の把握 避難状況の把握 933 ◎ ◎
934 施設・危険箇所の点検・対応 急傾斜地への対応 高台避難を呼びかけ 934 ◎
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(X2H)

住民の避難対策
避難施設の開設・運営

湛水長期化に対する対策

応急・復旧対策の実施

長期避難者支援対策

被災者対策

住民の避難対策
避難施設の開設・運営

浸水域の排水対策の実施

道路交通対策の実施

地域の治安維持活動の実施

地下施設の復旧対策の実施

浸
水
状
況
の
解
消

(X3H)

浸水域の縮小に伴う対策

保健・衛生対策の実施

復旧作業のための基盤構築
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